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①オープニング■ごあいさつより

三重県知事 　鈴 木　英 敬

　本日、第７回「チャイルドライン
全国フォーラム inみえ　子ども支
援フォーラム」に、全国各地から
お集まりいただきました皆様を心か
ら歓迎申し上げます。また、お集ま
りのチャイルドライン関係者の皆さ
まには、日頃から子どもたちのため
にご尽力いただいていることに敬意
と感謝を申し上げる次第です。
　さて、チャイルドラインには、子
どもからの電話に無理に答えを出
すのではなく、傾聴するというしっ

かりとしたスタンスがありますが、
それは非常に大切なことだと思い
ます。
　大人は、自分の知識、経験から
子どもたちに答えを押し付けてしま
いがちですが、そうではなく、子ど
もの気持ちに寄り添う、というチャ
イルドラインのあり方は、まさに子
どもたちの心をとらえた素晴らしい
取り組みです。だからこそ、現在２
県を残してはいるものの、ほとんど
全国に広がっているのだと思ってい
ます。
　さて、本年４月から三重県は子ど
も条例をスタートさせました。「三
重県子ども条例」は、まさに子ど
も支援のための条例であり、今回の
「子ども支援フォーラム」にはその
記念という位置づけもしていただき
ました。

　すべての子どもが、自分を認める、
自分を信じるという自己肯定感を
高めていけるよう、大人たちもお互
いに協力して一生懸命頑張りましょ
う、というのが条例の趣旨です。そ
うした意味でチャイルドラインの皆
さんのような取り組みが、とても大
切だと思っています。これからもぜ
ひ皆さんのお力をお借しください。
　自分たちの見えないところでも、
つながっている、自分達を見てくれ
ている人がいると思うことが、どれ
だけ勇気づけてくれることか。まさ
にチャイルドラインの皆さんのそう
した活動は、子どもたちの人生に
希望を与えてくださっていると思い
ます。
　ますますの皆さんのご活躍を祈
念して挨拶とします。

津市長　   前 葉　泰 幸

　チャイルドラインの全国フォーラ
ム inみえに、全国からおいでくだ
しまして、地元津市長として、心か
ら歓迎申し上げます。

　先般、私立幼稚園の理事長さん
たちが、私のところへおいでいただ
き、「幼保一体化というけど、経営
が大変なんだ。」とおっしゃるんで
す。私も行政 20年間、その後 5
年間は民間におりましたので、「子
どもに数が減ってきて、津市の定員
対する子ども数は幼稚園で54％、
保育所は103％、幼稚園は経営が
大変ですよね。津市も予算の状況
が厳しくて補助金も難しいです。」
となかなか合意点には至りません。
けれど、「次の会議は、私がそちら

側に座り、ゆっくりと幼稚園をどう
経営していくかを、皆さんと一緒に
考えてみましょう。」と提案しまし
た。その次は、幼稚園の経営者の
理事長の皆さんに、こちら側に座っ
ていただき「どうやったら、コスト
を見極め、幼児教育を提供してい
けるか。新しいこども園のもとで、
幼稚園をつくっていけるか、を行政
の立場でロールプレイしてみましょ
う。最後には、子どもたち、保護
者の皆さんのために、どのような幼
児教育、子ども園がいいのか等考
えてみましょう。」という話をしまし
たら、すごくご納得いただきました。
　これと同じようなロールプレイを
皆さんはしておられるのです。子ど
もたちの立場に立って、『子どもは
こう思うだろうな。子どもはたぶん
こう困っているだろうな。』を考え、
お仕事をしていただいています。私
は、皆さまのご姿勢やスタイルに、
たいへん深く賛同するものでござ
いまして、最後はやっぱり「子ども

の目線」、「子どものために何をす
ればいいのか」ということを、子ど
もの立場に立って進めていただくと
いうことは、非常に大事なことだと
思っております。

　先般も地元、高田短期大学の子
ども学科の学生300人に、「皆さ
んは子どもに関わる仕事にお就き
になります。今の純粋なお気持ち、
子どもの立場に立って、子どもはこ
う考えるだろうな。という気持ちを
絶対に忘れないで、長く仕事をして
ください。」というお願いを申しあ
げました。
　是非とも子ども支援の全国
フォーラム、とても志の高い皆さん
のお集まりだと思いますので、子ど
もたちのために、子どもの立場に
立った、熱い思いをぶつけ合ってい
ただいて、明日の子ども支援施策
がさらに充実したものとなることを
祈念させていただきます。
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松阪市長　   山 中　光 茂

　本日は、「第７回チャイルドライ
ン全国フォーラム inみえ　子ども
支援フォーラム」の開催にあたり、
多くの皆様のご参加をいただき誠に
ありがとうございます。
　また、開催にあたりましてＮＰＯ
法人チャイルドラインＭＩＥネット
ワークを始め、沢山の関係者の皆
様にご尽力いただきましたことに対
しまして厚くお礼申し上げます。

　さて、私は、市長就任以来、市
民みんなが一人ひとりの痛みに寄
り添い、そして市民の一人ひとりが
一緒になってみんなの幸せを創って
いくまち、市民みんなで幸せを実
感できるまちを原点に活動して参り
ました。
　私たちは誰もが幸せになりたい、
幸せな人生を過ごしたいと願ってい
ますが、その人生の中で悲しみや

寂しさを感じない人は決していない
と思います。
　愛する人を失う悲しみ、人との
関係がうまくいかない苦しみ、今の
時代背景のなかでうまく社会に適
合できない悩みなど、日常を当たり
前に生きているだけで日々のなかに
悲しみや寂しさ、痛み、苦しさは満
ち溢れています。
　人間に生まれて生きている以上
宿命のようなものですが、それに
もかかわらず、私たちが人間とし
て生きることを続けていけるのは、
一方で日々のなかに喜びや楽しさ、
ちょっとした優しさに触れること、
素敵な笑顔に出会えることなど、多
くの幸せを感じることができるから
なのではないでしょうか。
　こうした中、自分だけが悲しさや
寂しさを感じているのではなく、す
べての人々が悲しみや寂しさ、苦痛
も抱えながら生きているということ
を当然のことと考えれば、そんな「弱
さを含んだ人間」同士が「絆」を
持ち、寄り添いあい、支えあって相

手の立場を想像しながら生きてい
くことの大切さを感じざるを得ませ
ん。

　ここにお集まりの皆さんは、子ど
もたちの悲しみや寂しさを理解し、
子どもたちに寄り添うことの出来る
方々だと思います。今回のフォーラ
ムでは二日間という短い期間では
ございますが、子どもを主体として
捉え、子どもにとっての幸せを実現
するために、私たちに何が出来る
のか、私たちは何をすべきなのかと
いうことを、それぞれの立場を越え
て共に考えていければと願っており
ます。
　最後になりますがご参加の皆様
の今後のご健勝、ご活躍を祈念
いたしまして開催に当たってのメッ
セージとさせていただきます。

■ごあいさつより
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認定 NPO 法人
チャイルドライン支援センター

　代表理事　清川輝基

　本日は全国から700名を超える
みなさまにお集まりいただきました
ことに主催者の一人として、お礼を
申し上げます。本当にありがとうご
ざいます。
　チャイルドライン支援センター設
立より12年目を迎えますが、先日
チャイルドラインかごしまが活動を
はじめ、45都道府県77団体のチャ
イルドラインが子どもたちの声を受
けとめる体制となりました。一昨年
の 5月から、0120-99-7777 の
統一番号フリーダイヤルとなり、現
在毎日650件、年間23万件程度
の電話を受けています。

　子どもたちの生の声を日々受けと
める活動を支えているみなさまに、
改めて敬意と感謝を申し上げたい
と思います。
　今年は3月11日に東日本大震
災が起こりましたが、その際に統
一番号フリーダイヤルが、まさに威
力を発揮しました。被災地のチャイ
ルドラインは震災の影響で、一時
的に機能を失いました。また、福
島にはまだ実施団体が発足してい
ません。子どもたちは揺れや津波、
そして放射能の恐怖に脅え、不安
の日々を過ごしていたわけですが、
その被災地の子どもの声を全国の
仲間に受けとめていただきました。
すべての電話の約1割が被災3県
（岩手・宮城・福島）から寄せら
れており、これは子どもの人口で比
較すると圧倒的に高い割合と言え
ます。
　先日みなさまにお願いしました
NEXT10アンケートでも、ご回答
いただいたすべてのチャイルドライ
ンが「統一番号フリーダイヤルは子
どもたちにとって有効な制度だ」と
回答され、100％の支持をいただ

第 7 回チャイルドライン全国フォーラム
子ども支援フォーラム実行委員長

　田部　眞樹子

　本日は子ども支援フォーラムにお
いでいただきましたことを深く感謝
申し上げます。

　日本の子どもたちの置かれている
状況は、様々な意味で留まること

きました。私たちはこの制度に確
信を持ちながら、これからも歩みを
進めていきたいと考えております。
　大震災の後、チャイルドラインの
活動に、様々な団体からのご支援
をいただいています。具体的には日
本アムウェイ合同会社は被災地の
子どもに配るカード代等を追加で
ご支援いただきました。日本小児
科医会は被災3県からの子どもた
ちの電話代を今後5年間、継続し
てご支援くださいます。また、三井
住友海上からは被災地へ配布する
カード代などへの現金でのご支援
の他、カードを被災地に送る作業
に社員の方々のご協力をいただきま
した。東日本大震災を経て、私た
ちの活動に社会的な支援が広がっ
ています。ここにお集まりのみな
さま、そしてこのフォーラムを支え
ていただいているチャイルドライン
MIEネットワークをはじめ、各自治
体、各企業等の現地実行委員のみ
なさまのご努力、ご尽力に改めて
主催者として心からの感謝を申し上
げて、挨拶とさせていただきます。

を知らず厳しさを増すばかりです。
心の中に大きな闇を抱えて過ごす
日々が、１８才までの子ども専用電
話「チャイルドライン」を通して、
私たちに伝えられてきます。そんな
子どもたちが抱える闇を打破するに
は、当然複合的な手立てが必要で
あることは云うまでもありません。

　今回、チャイルドライン支援セン
ターが主催するフォーラムは、その
中でも大きな柱になる「子ども支
援者」を自負する、又は目指してい
る方々の集いです。
　現場は三重県内で実施に責任を

持つ９ヵ所の組織が中心になり、そ
れぞれの市町の担当者やNPO、そ
して県行政と共催或いは協働しな
がら、チャイルドラインMIEネット
ワークが模索し続けてきたことで現
場をつくって参りました。
　ご参加下さった皆様方の「子ど
も支援とは？」「子ども支援者のあ
り方とは？」という多くの疑問に、
多少なりともお役に立ち、子どもの
声を受け止めるだけに終わらせな
いこれからのチャイルドラインのあ
り方に、一石を投じられれば幸甚
に存じます。
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②基調報告■　

　第７回チャイルドライン全国
フォーラムのテーマは「子ども支
援」。前回の千葉で開催して全国
フォーラムの時に緊急アピールを採
択しましたが、その最後の文をご
紹介させていただきながら、子ども
支援についてご提案させていただき
たいと思います。

『日々チャイルドラインに関わり誰よ
りも子どもの現実を肌身に感じてい
る私たちは、それぞれの地域で多
くの人 と々手をつなぎ、子どもにとっ
ての最善の利益を目指す取組みの
先頭に立つことを改めて確認し、そ
の決意をここに宣言します。』

　この2年前のアピールを受けて、
全国のチャイルドラインの現状が
どのようになっているのかについて
ご報告します。チャイルドライン支
援センターでは会員のみなさまに
NEXT10アンケートをとらせてい
ただきました。その中に「それぞれ
の地域で子ども支援について考え
ていますか？」という設問がありま
す。“常に考えている”“時々考えて
いる”とお答え頂いた実施団体が
75％。全国のチャイルドラインのみ
なさまが、地域でなんらかの子ども
支援について考えはじめていること
がこのアンケートで明らかになって

認定 NPO 法人チャイルドライン支援センター
　代表理事　清川輝基

います。地域の子どものニーズにこ
たえるためにチャイルドライン以外
の活動が必要だと答えた団体の中
で、「子どもたちのＳＯＳを関係機
関につなぐ」ということが必要だと
お答えいただいたのが52％、「電
話以外の居場所づくりにとりかか
る」とお答いただいたのが、56％。
両方とも過半数のチャイルドライン
団体が、地域でチャイルドライン以
外のなんらかの活動に踏み出す必
要があると考えているということが
わかりました。

　ここで「子ども支援」について改
めて問題提起的にお話をさせてい
ただきたいと思います。「子ども支
援」というのは“子どもの育ちを支
援する”ことです。子どもの育ちと
いうのは“身体の育ち”“心の育ち”
“言葉の育ち”この３つの育ちをど
ういう風に支援するかということが
子ども支援の具体的な内容になり
ます。地域で子ども支援に取り組む
ということはこの３つの育ちを具体
的に担保していく活動を行うことに
なります。
　今の日本の子どもの実情はどう
なのか。私の友人の自然保護団体
の専門家は「日本の子どもは絶滅
危惧種だ」という言葉を半分本気
で話したりしています。つまり、50

年前の子どもに比べると今の子ども
たちの発達の状況というのは、さま
ざまなデータで目を覆うような悲惨
な状況であります。このことを私た
ちは2年前のアピールでは子ども
たちの “生きにくさ”“育ちにくさ”
と表現しました。

　例えば今子どもたちの14％が貧
困状態に置かれているといわれてい
ます。子どもたちの貧困は発達環
境の貧困にイコール、つまり子ども
たちの “身体の育ち”“ 心の育ち”
“言葉の育ち”をそのまま押しとど
めてしまうことに直接的につながっ
ています。世界の先進国にも例が
ない貧困率の高さに子どもたちの
支援をする際にどういう風に取り組
めばいいのかということは目前の課
題であります。

　次に子どもの虐待については
1990年から統計がとられています
が、虐待の通告件数は、この20
年間で55倍に増えています。子ど
もたちの生きにくさ、育ちにくさは
極まっているといわざるを得ない状
況です。また心中も含めて、親に殺
されている子どもが、多いときには
1週間に2.5人、少ない時でも毎
週2人位の子どもが親に殺されて
いるという状況になっています。こ



7

2011 年 11月26日（土）
会場 /総合文化センター　中ホール

ういった生きにくさ、育ちにくさが
あるわけです。
　それに加えて、1985年をピーク
にして、子どもの身体能力は低下の
一途をたどっています。このところ、
ようやく一部の項目が横ばいか上
昇傾向を示していますが、ピーク時
に比べると著しい低下状態になって
います。
　あるいは心の問題。「私は価値
のある人間だと思う」と答える高
校生は例えば日本は36％しかいま
せん。諸外国の数字としては、米
89％、中87％、韓国でも75％と
なっています。あるいは「私は自分
に満足している」と答える高校生が
日本は24．7％で、4人に一人し
かいません。高校生が自分自身を
肯定ができる子どもが、4人に1
人しかいない状態です。

　子どもたちの孤独については、ユ
ニセフ調査で「私は孤独である」
と答えた15歳児が、日本は世界
で一番多くて3人に一人、29．8％
に上っています。心の問題、身体の
問題、そして言葉も発達していない
状況といえます。
　日本の少年刑務所で、5年前か
ら法務省は日本語の教育をはじめ
ました。感情や欲望を表現するた
めに言葉がないために犯罪になる、

そういう子どもたちが少年刑務所
に収容されているわけです。
　学校の校内暴力は子どもの数は
ピーク時より半分以下になっていま
すが、校内暴力は史上最多であり
ます。言葉で自分の思いや感情を
表現するのではなく暴力で表現する
という状態であります。また校内暴
力については、高校よりも中学校、
中学校よりも小学校で増加率が高
くなっています。
　そういう子どもたちの状況をどう
いう風に支援するのか、それが “子
ども支援 ”という今回のフォーラ
ムの大きなテーマになっているわけ
です。この2日間いろいろな形で
お話合いをしていただくと思います
が、具体的な子どもたちの現状を
踏まえて話をしていただきたいと思
います。地域の子どもたちの現状
がつかめないとアンケートでお答い
ただいた団体もあったが、電話で
なければ、つかめないわけではあり
ません。地域の実情は地域の様々
なところで子どもたちの状況はつか
めるのですね。ちょっとその努力を
してほしいと思います。その現実を
踏まえて、子どもの育ちをどう支援
するかということを議論していただ
きたいと思います。そして、具体的
な数値目標を、今の子どもの状況
はこんな状況だから、5年かけて、

10年かけて、こうしようという改
善目標を地域の方たちと共有しな
がら、そういうことをやろうよとい
う呼びかけでこのフォーラムが行わ
れているわけです。

　私たちの取り組みは、子どもたち
の自己肯定感の上昇に、身体の発
達に、言葉の発達にどれくらい貢献
しているのか。育ちやすく、生きや
すくなっているのかどうか。具体的
に数値で把握しながら、努力を進
めていく必要があると思います。お
となたちの自己満足でやっていく時
代はすぎました。絶滅危惧種とま
でいわれるようになった子どもの状
況は具体的に生きやすさ、育ちや
すさを確保していかなくてはならな
い緊急の状況に置かれているわけ
です。
　東日本大震災の中で、引きこもっ
ていたり、不登校だった子どもたち
が、世の中の役にたちたいと、もう
一度社会の中であるいは学校に来
て活動をはじめたといういくつもの
報告があります。あの大震災の中
で子どもたちがよみがえっているこ
とにも目を向けながら、私たちが今
やらなくてはならないことを考えて
いきたいと思います。
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③記念講演■子どもたちのために私たちができること　

講 師   村 尾　信 尚  

　こんにちは、関西学院大学の村尾
でございます。よろしくお願いいたし
ます。
　私は子どもの教育について専門家
ではありませんが、今ニュース ZERO
のキャスターとして広く内外の情勢を
見ている立場から、直接には関わりは
無いかもしれませんけれども私が自分
の子どもたちに向かって自分が親だっ
たらこういうことを言いたいということ
を、1 時間みなさんにお話しをしたい
と思います。

　私が今思っているのは三重県の知
事選挙で私も三重県隈なく歩きました
けれども、若い人たちが中々社会のこ
とについて当事者意識を持ってくれて
ない、自分のことのように考えてくれ
ない、投票所にも行かない、それから
自分も若い人、子どもたちを含めて何
とかしてこの社会のことは他ならぬ自
分たち自身のことなんだ、そういう意
識を持たせたいと思って私も色々提言
をする。
　そういう中で今の子どもたちの意識
をどう変えていくのか。私たち大人の
意識と同じような意識、過去の延長
線上の意識だと、これは本当に人間が
このまま生き続けるかどうかわからな
いのではないか。やっぱり子どもの意
識そのものをこれから私たち大人が変
えていく、そういう作業も必要ではな
いか。
　これは思い上がりかもしれませんけ
ども、実は私はそんなことを考え始め
ています。

　ニュース ZERO は 6 年目に入りま
した。この 6 年目に突入した中で、や

はり今年はものすごく大きなニュース
がありました。皆さんご承知の通り3
月 11 日の東日本大震災、それから福
島第一原発事故であります。私も実際
被災地に何度か足を運びました。震
災があって 3 日後くらいには南三陸町
その他津波に襲われたところを見て、
もう本当に何もない。多分私が津波
に襲われる前の町の風景を知っておっ
たら、その変わり様に愕然とすると思
うんですけども、とにかく私は前の状
態を知らないままその地に立つんです
けど、そこに無い、多分ここに住んで
おられた人は全く思いもかけない悲し
み、苦しみが突然襲って来る。
　それから人は全くいませんから、た
だ空にヘリコプターが、救援のヘリコ
プターのプロペラ音が鳴っているだけ
と言うような中で、やはり思い出した
のは方丈記の一節であります。「行く
川の流れは絶えずして、しかも元の水
にあらず」という世の中の無常を謳っ
た方丈記の一節が私の脳裏をよぎり
ました。本当に無常、常ならず、それ
を私も痛切に感じました。
　ただこういう常ならぬ世の中の中で
人間はどうやって生きたらいいのか、
常なるものを何に求めればいいのかと
思った時に、やはりそれは人の絆と言
うか愛というか、そういうものに人間
は頼らざるを得ないなというのを被災
地で実感したことであります。

　福島第一原発の事故もありましたけ
ども、その中でもう一つ、私が今まで
読んだ本の中で思い出した一説があり
ました。それはエーリッヒ・フロムさ
んという、有名な社会心理学者なんで
すが、そのフロムさんが “To Have or 

to Be?” という本を書いています。こ
れは日本語で訳された本も出てますが

「生きるということ」という本なんで
すけど、その中に「人類はこの地球上
に人類が誕生して初めて、その人類自
身の肉体的な生存、人間がこの地球
上で生きられるかどうかは、人間の頭
の中の意識をかえられるかどうかにか
かっている」という一節がありました。
それを思い出しました。
　特に原発の問題に直面した時に、
私も 9 月には福島第一原発から 6km
離れたもちろん警戒区域の中ですが、
防護服を着用して行きました。その時
もやっぱり原子力・原発の恐ろしさと
いうものを痛切に感じましたけども、
やはりそろそろ、人間が自分が生きる
かどうかということを、私たちの意識
自身を変えていく、そういう作業がこ
れから必要ではないかということを痛
切に感じました。多分それは原発の
問題でもあるかもしれません。それか
ら核の問題であるかもしれません。ま
た、気候変動の問題であるかもしれま
せん、地球温暖化の問題ですが。
　そういうさまざまな問題の時に、や
はり私たちの人間の意識の変革、これ
を変えていかなくちゃいけないという
ことをやはり今年痛切に感じました。
　そういう中で今の子どもたちの意識
をどう変えていくのか。私たち大人の
意識と同じような意識、過去の延長
線上の意識だと、これは本当に人間が
このまま生き続けるかどうかわかんな
いのではないか。やっぱり子どもの意
識そのものをこれから私たち大人が変
えていく、そういう作業も必要ではな
いか、これは思い上がりかもしれませ
んけども、実は私はそんなことを考え
始めています。

　そういう中で子どもたちのこと・教
育のことを考える時に、私もニュー
ス ZERO を通して色んな方にインタ
ビューさせていただきました。その中
で私の中に一つ記憶に残る言葉は、
今歌舞伎の勘三郎さんと対談した時
に勘三郎さんがこういうことをおっ
しゃいました。

「村尾さん、形無しと型破り。2 つ言
葉があるんですが、何が違うか分か
りますか？」勘三郎さんが私にインタ
ビューで言いました。「どういうことな
んですか」と。そしたら勘三郎さんは、
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2011 年 11 月 26 日（土）
会場 / 総合文化センター　中ホール

「いやこれは実は私の言葉ではないん
ですが、昔ラジオで無着成恭さんとい
う方が、子どもに色々質問をする、そ
れに答える、その時の無着先生が言っ
た言葉で私がずっと（まあ勘三郎さん
も子どもの時だったんでしょう）聞い
た言葉を覚えているんです」と。それ
は歌舞伎にも通用するって言うんです
ね。どういうことなんですかと言ったら

「形無しというのは、型が無い。型を
身につけないまま自由奔放にいろんな
ことをやる。それはもう形無しなんで
す。型破りというのは基本それは歌舞
伎でも踊りの基本だとか人間も人生に
とってやっちゃいけない基本、ルール
だとかマナーだとかエチケットがある
と思いますが、そういう型というもの
をしっかり覚えて、その型を身につけ
た後、自分の個性でその型を破ってい
く。その型破り。歌舞伎でも、形無し、
はじめから型を覚えずに踊ってる人は
もう全然使いものにならないんです。
　もうなんでこんな作法が必要なん
だ、なんでこんな些細なことに拘らな
くちゃいけないんだと言いながらも 10
年間踊りの型とか、基本とか、それを
覚えた後、心の内から湧いてくる自分
の個性。そこであえてその型からその
時に破っていく。それは型破り。型破
りは、これは一つ、ものになるんです
よ。」という話をしました。
　私は子どもの教育、あるいは子ど
ものみなさんに色々言うときに、やは
りその形無し、自由奔放の教育では
駄目で、それは大人が、私もそうで
すけど、子どもに対して意見する、叱
る、なかなか子どもに嫌われたくない
と思って遠慮する時がある。私もそう
いう所がありました。しかしながらやっ
ぱり私たちがしっかりした型をまずは
子どもたちに叩き込むっていうこれが
必要ではないか、大切だなってことを
つくづく思います。

　宮崎駿監督にインタビューした時
に、宮崎監督は「村尾さん、だけど、
子どもを責めちゃ駄目ですよ。子ども
には何の罪もないんです。親が悪いん
です。今の子どもは今の子どもはと言
うけれども、今の親にそもそも型はあ
るんでしょうか」というようなことを言
われて、あ、それもそうだな、と思い
ました。だからやはり、子どもたちの
ために私たちが出来ることという今日

のテーマなんですが、じゃあそれは私
たち大人に、もちろん私も含めてです
けど、人生だとか、世界観だとか、そ
ういうものに自分なりの型をしっかり
持ってるだろうか？自分が持っていな
いのにその型をやっぱり子どもにおし
つけることは無理だし、子どもたちは
そこはものすごくスマートだし頭が良
いからすぐ分かると思います。となる
と、やっぱり私たちがどういう風にこ
れからの世の中を生きていかなくちゃ
いけないのか、私たち大人自身が覚
悟を決める、そのことがまずは第一歩
じゃないかということを非常に痛感し
た次第であります。
　そういう意味で私たち大人がこれか
らの日本を考える時に過去の延長線
上にはもう日本の未来はないと観念し
て、これからの日本を、例えば心の内
面的な幸せ、日常のありふれた暮らし
のありがたさ、そういうものを等しく
みんなが感謝できるような社会の雰囲
気を醸成していく、あるいはその中で
ある人が何の理由も無いのに不当な
差別を受けてるということを我々が社
会として許さない、そういうようなも
のをどうやってこの社会の中に育んで
いくのか、私はそれが今重要だと、こ
れは本当にニュース ZERO をやらして
いただいて私が率直に感じるこれから
の社会はこういうような考え方で切り
開いていかなくてはいけないのではな
いかと。そういうことを私たち一人一
人がしっかり自覚した上で、子どもに
対して云々ということを言えるのでは
ないかということを思います。

　それから少し話は変わりますけど
も、あと、今までいろんな方にニュー
ス ZERO でお会いしてきました。お
会いしてここでまた少し印象に残った
方の言葉を紹介させていただきます
と、1 つは、iPS 細胞を発見した山中
先生がですね、しみじみと、「村尾さん、
人生、人間万事塞翁が馬ですね」と
いうことを言うと、「私も本当にその言
葉、私も思います。」いろんな方にイ
ンタビューしていてもやはり「人間万
事塞翁が馬ですね」と言った方は少な
くありませんでした。もちろんその意
味は人間の幸不幸、何がどう幸いする
かもわからないし、どう不幸になるか
もわからない、私もそれを思います。
　先日なくなられたあの iPad のス

ティーブ・ジョブズさんも、スタンフォー
ド大学という大学で講演してるんで
すけど、いいこと言ってます。いいこ
と言ってるんですけどその中の 1 つに、

「今まで自分は色んなことをやってき
た。バイトもしたし大学も中退したし、
こんなことやってて自分は将来全くこ
れがプラスになるとは思わない、けれ
ども、その時その時に一生懸命やって
きた。今から、（ジョブズさんが自分
の人生を振り返ってみると）ただ、前
もって自分はこうなりたいと思ってこれ
をやる、というように人間は先を読む
ことはできない動物だから、それはま
ず不可能だけど、人間がその時その
時々、若い時に自分は絵が好きだった、
若いとき自分はデザインが好きだった
というので、一生懸命打ち込んだ、そ
の一つ一つの点を将来自分が大きく
なってきたときに、あ、そういえばあ
の経験をこれに生かしてやろう、こっ
ちの経験をこれに生かしてやろうと、
後から振り返ってみて自分のやってき
たことを繋ぎ合わせることができる」
と言っています。
　私もその通りだと思う。私も今まで
人生を振り返ってみて、「あ、この通り
になる」「こういうことになる」ものの
見事にそれは全部外れています。けど
も、今思うと、あの時役人やってたか
らこれはこうなんだって分かる。そう
いうことになるわけです。

　子どもたちのために私たちができ
ることというのとテーマが変わってし
まったかもしれませんが、私は子ども
たちに説教する前にまず私たち大人
がどんな形でこれからの世の中を考え
て、そしてどういう社会を作っていき
たいのか、その覚悟をまず私たちが決
めることと、それからもう人智、人間
の知恵なんてもんは浅はかなもんです
から、私たちの浅はかな知識を子ども
たちに押し付けることなく、子どもた
ちは神様が作ってくれた大切な宝物、
私たちの知恵よりも何倍も賢い潜在
能力持っているわけですから、彼らに
託してみたらどうかということを、一
言皆さんに申し上げたいと思って、今
日やって参りました。非常に冗長な話
だったかもしれませんけれどもこれで、
私のお話を終わりにさせていただきた
いと思います。
　どうもありがとうございました。
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⑥分科会■子ども支援の社会化　　

「ゆらぎを語り・聴きあうことの学び」　　講師   早稲田大学文化構想学部社会構築論系助教   安 部  芳 絵  

※ 会場は、今日の分科会の中で最
も広い会場で、あらかじめ設定さ
れた２４のテーブルに受付で渡され
た番号札により５人のグループに分
かれて座った。グループのメンバー
構成は、おおむね全国のチャイルド
ラインの参加者が２分の１強、三
重県のチャイルドラインの関係者が
４分の１、残りの４分の１が、三重
県の一般参加者であった。このグ
ループで、一日の活動をともにした。

■ 10：00　開始　
司会者によるあいさつ、
講師の紹介

【午前】　
　ワークショップのスタートは安部
講師によるグループのアイスブレー
ク、グループごとに輪になって、肩
をもみ合うことから始まった。席に
着いたところで、グループの人数調
整をし、２４グループに変更した。
安部講師より、「ワークショップを
心地よくするためのルール」につい
て話された。

●ここでは、何を言っても間違い
ではありません。自分の感じたこ
とを出来るだけ話して、情報交換
もしましょう。

●ここで聞いた話はヒミツにしてく
ださい。

●今日の出会いを大切にして、異
なる地域のみなさんと「つながり」
をつくれるといいとおもいます。

次は
「自己紹介のアイスブレーキング」
の時間

　安部講師がまず、自己紹介をす
る。

「早稲田大学で子ども支援学という
講義を持っています。７歳５歳２歳
の男の子の母親です。皆さんの経
験からもいろいろと学びたいと思っ
ていますので、よろしくお願いしま
す。」
…というような感じでグループで自
己紹介をしてください、とのことで、
それぞれのグループごとに自己紹介
をした。

「ゆらぎを語り・聞き合う①」

　安部講師より、今までのワーク
ショップの経験からの例を話し、グ
ループの中で、一番揺らいでいる
人、話を聞いてほしい人を一人決
めてください、とのことでグループ
内で話し合いが始まった。
※ このときある参加者より、「チャ
イルドラインでは、受けた電話につ
いてよその人には話してはいけない
ことになっているのに、今日のグルー
プには、チャイルドラインに関係の
ない人が入っているが、どうしたら
よいか。」との質問があった。
　すぐに各グループのメンバー構成
を確認し、今日のこの研修の中で
の守秘として、それぞれの経験を
話すこと、そこから持ち出さないこ
とを確認した。このことは、チャイ
ルドラインだけの問題ではなく、子
どもの関係の仕事をしている人に
とっても同じ状況である。
※ この時間は、話しやすくするた
めに、お茶を飲んだりおかしをつま
んだりしながら、和やかに話し合い
をしていた。

■ 12：00 〜 13：00
昼食
この時間も、グループごとに食事を
たべながら話し合いが続いていた。

2011 年 11 月 27 日（日）10：00 〜 15：00
会場 / 文化振興棟　2F　第 1 ギャラリー ●参加者数 121 名
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【午後】
　講師によるアイスブレークから午
後の時間は始まった。グループで、
輪になって目をつぶり、できるだけ
遠くの人と手のひらと手のひらを合
わせて握手し、手を離さないで絡
まっている状態を解きほぐしていっ
た。

「ゆらぎを語り・聴きあう②」

　講師より、こどもの権利条約で
たいせつなことのレクチャーがあっ
た。大切なことは、子どもとともに
決めること、まず、子どもに聞いて
みること、SOS を発することも子
ども参加であることなど現実の家庭
の中での親との関係、学校での先
生との関係なども例を挙げて話さ
れた。
　その後、午前中に気づいたこと
を子ども支援の視点からふりかえ
り、これからの実践で大切にしてい
きたいことを話してくださいとのこ
とで、まず、グループ内で共有し、
グループとして気づいたこと、まと
まったところを、色画用紙に表現し
た。

共有とまとめのセッション

　それぞれのグループで、書き上
げたものをお互いに見て回る。自
分のグループに残って、見に来た人
に説明する役と、他のグループを
見て回る人とに分かれた。その後、
交替してみて回り、共有した。
　講師より、全体に共有したいも
のは ? との問いかけがあり、自分
のグループ、見て印象に残ったグ
ループなどを報告しあった。　
※上記資料画像参照

　まとめの時間は、レジメの最後
のページの枠の中に、自分の名前
を書き、グループの隣の人にまわす。
今日一日の出会いの中で気づいた、
その人のいいところを書き込み、自
分の名前を書いてしていき次の人に
また回す、グループ全員に自分のい
いところ、気づいたことを書いて戻
してもらった。
　最後に講師より、子どもとの関
係の中では、変わることを信じるこ
と、待つことなど、自分に問われて
いる。支援する側も疲れてきたり、
いろいろなことが起こっているが、
子どもとの関係の中で、子どもと向
き合うことによって、答えはその中
にあるはずだというお話があり、締
めくくった。

※ 全体の感想として、117 人もの
人が集まった、大きな分科会であっ
たが、講師のリードで、とても和や
かに活発な話し合いが進んだ。チャ
イルドラインの関係者が中心になる
かと思われたが予想以上に、一般
参加の方も多く、そのことはお互い
によい刺激になり視野を広げること
ができたのではないかと思われる。
年齢層も 20 代から 60 台ぐらいま
で、幅広い方が全国各地から集ま
り、ともに子どものことを考える時
間を共有できたことは、それぞれ
の学びになり、有意義な分科会で
あったように思う。
※ 講師の安部先生は、お子さんの
水疱瘡にもめげずにこの分科会を
担当してくださり、本当にありがと
うございました。
※ 全国のチャイルドラインの参加
者のみなさん、三重県のこのフォー
ラムを知って一般参加されたみなさ
んありがとうございました。
※ グループの話し合いが主でした
ので、内容のまとめがかけませんが、
グループで最後にまとめて書いたも
のをいくつか掲載し、分科会のまと
めとさせていただきます。
　お手伝いいただいた三重のみな
さん、ありがとうございました。
　　　        　（文責  山本、武藤）
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⑦分科会■子ども支援の社会化　　

「組織強化と運営
〜もし、チャイルドライン組織の運営者が
　P・F・ドラッガーの 「マネジメント」を読んだら〜」

【分科会の目的】
①マネジメントに興味を持つ
②マネジメントの視点で自分の団体
を見直す
③マネジメントを自分の団体で実践
する

【分科会の進め方
〜グループワーク〜】
１．受付名簿をもとに、5 〜 6 人
1 組の 7 グループでのグループワー
ク。　２．ルールの確認　
　「参加」「尊重」「守秘」「時間」
３．各グループ内での自己紹介と、
　グループ名の決定
４．セッションを開始

【セッションのテーマ】
1. チャイルドラインの顧客は誰か
2. （１の）チャイルドラインの顧客
は何を必要とし、何を価値と考えて
いるか
3. （２の価値を実現することとして）
チャイルドラインの社会に対するイ
ノベーションは何か
4. （３のイノベーションを実現する
ための資源として）人の強みは何
か、? （その人を活かす）働きがい
は何か
5. チャイルドラインはどういう組織
で、何をするべきか、チャイルドラ
インを定義

【担当者の感想】
　『もしドラ』の本の流れの中から、
ドラッガーのマネジメント理論の
エッセンスを取り出して、そのエッ
センスを利用してマネジメントのひ
とつの枠組みに、日々の実践をはめ
ていきながら、チャイルドラインが
何をするところなのかを考えるプロ
グラムに組み立てました。どのエッ
センスを取り出すのか、というとこ
ろからはじまり、ドラッガーの用い
る言葉を噛み砕きしめされる具体
的な事例をもって、参加されている
みなさんと共通理解できる用語とし
ていくプロセスと、その上で自らの
活動を置き直す、という作業をくり
返す一日でした。
　必ずしも、ドラッガ—理論に精通
しているわけではない二名の担当
者で、グループワークを導くのは臆
するところが多々ありましたが、進

行や内容についての御意見をいた
だきながら、はじまりから終わりま
での一連の流れでマネジメントを考
える試みを完結することができまし
た。
　今回の分科会で提示した枠組み
は万能ではありませんが、ひとつの
考え方として一本、通して考えると
いう点において、参加された方々の
グループワークへのコミットメント
が高かったおかげで目的として掲げ
た 3 点について、一定の成果を達
成し持ち帰っていただくことができ
たと感じています。
　次ページには、各グループが一
日をかけて完成させたセッションの
結果を示させていただきました。こ
れをもって、⑦分科会の報告に代
えさせていただきます。



2011 年 11 月 27 日（日）10：00 〜 15：00
会場 / 文化振興棟　2F　第 2 ギャラリー ●参加者数 38 名（19 チャイルドライン）

グループ名 レインボー 東西 みなみ v こま津ちゃん わいわい音符♪にっ
こり じゃこちゃん タイガース

1 
顧客とは

①子ども
②チャイルドライン
にかかわっている人
③ CL に協力してく
れる組織
④金銭的に支援して
くれる組織
⑤地域社会

①子ども
②直接 CL にかかわっている人たち
③ CL を支えてくださっている人たち
④ CL でつながっている人たちの家族
⑤教育関係

・子ども
・受け手
・支え手
・事務局
・賛助・支援会員
・行政
・学校
・子どもの支援団体
・救済機関
・協力者

・子ども
・支援してくれる企
業・個人
・行政、教育委員
会
・地域
・CL スタッフ、ボラ
ンティア

社会、行政、子ども、
ボランティア、大人

・子ども（親、教師）
・CL に関わる人（受
け手、支え手、運
営者）
・行政（国、自治体）
・かかわることで何
かを得る人、大きく
とらえると社会その
もの

・子ども（すべての）
・CL を知っている
人
・受け手、支え手、
運営にかかわる人
・親、行政、企業、
教師、議員

 2 
顧客は
何を
必要として
いるか（１）

子ども：
話を聴いてもらう、
話をきいてくれる人
がいるという安心感
大人受け手：
自己実現、自己効率
感、情報、ノウハウ、
仲間、つながりを得
ること
運営、その他の人 ：々
子どもが安心して成
長できる社会、すべ
ての子どもたちを対
象とするサービスの
存在

・子どもたちは話を聴いてほしい
・CL のスタッフは子どもが自分の人生の
主体者になっていくこと
・③〜⑤子どもが元気に育つこと
※子どもが元気に育つようにみんなで見
守る

子ども：
自分の気持ちを聴い
てもらえる場
受け手、支え手：社
会とつながる自分
行政機関：
子ども支援の施策
家族、友人：
理解協力
賛助会員：
運営の援助、理解・
協力⇒社会へ貢献
すべての人：
子どもに住みよい社
会づくり

顧客を「社会」に限
定
・支援者・行政：実
績・数字・生の声

・地域：
子どもらしくいてほし
い、知らせる（どん
なことをしているか）
⇒コアな支援者へ

住みやすい社会

子ども：
安心・安全な場所
CL ボランティア：自
分が税調できるとこ
ろ、社会参加
CL に関わらない人、
知らない人：
安全、安心
行政、企業：
目に見えるもの、デー
タ　など

子ども：
存在すること
直接関わる人：
自分のためになる、
自分に役立つ
行政：
データ（政策のベー
スに）⇒社会が変わ
る

みんなしあわせにな
ろうよ〜♪

「子どもにとっての安
心・安全」
子どもの権利条約に
書かれていることを
守る。
子どもがなんでも話
せる OR きいてもら
う権利

2 
顧客は何を
必要として
いるか（２）

つながり 信頼しあう 安心 子どもが子どもらし
く育ってほしい

希望 幸せ 変更なし

3 
イノベー
ション
とは何か

子どもの権利条例
制定作戦　
〜全国にうねりを
　　　　おこそう〜

全国フリーダイヤル作戦
・アドバイスをしない
・否定しない
・無条件に子どもを受け止める
・子どもの権利条約に基づくライン

メディア大作戦 ・全国統一フリーダ
イヤル
・願いがあれば、誰
でも関われる（全国
に根付いている）
・気持ちに寄り添う
電話

子どもを信じる。
ともに信じる。
待つ、押し付けなし

無料作戦
・どこでも同じナン
バー作戦・子ども
の生の声聞いてる
作戦・日本に住ん
でる子どもまるごと
作戦・グローバル化

（海外からもかけら
れる。）

いつでもかけていい
作戦

（24時間365時間）
子どもの権利条約
広める作戦 

 

4 
人の強みと
は何か、
働きがいは
何か

条例制定に向けて
協力的な市長、議
員などに働きかけ
る。
地域社会をよくする
という同じ目的に向
けて、行政と市民が
一体になる！
充実感！

子ども：
強み・未来、可能性、生きて育つ権利。
CL に電話することによって、
・電話してよかった、ほっとした→自ら
変わろうとしている、今のままの自分で
いいんだ！という自己肯定感。
・信頼感の中で元気に育っていく！→主
体的に考える方向に向いていってもら
う。主体的に生きる！（方向転換の手
伝い）
受け手：強み・子どもの声が直接聞ける。
はたらきがい
生産：子ども自らが活きるさまを見るこ
とで、受け手自らも高められる。
・フィードバック：その場でふりかえりが
できる。

CL の弱み：
社会への認知度が
低い→メディア作戦
CL をきちんと伝え
る。
人材（自分たちが
やっていることを自
覚する）＝責任を持
つ

全国 FD 化
（願いがあればだれ
でも参加できる）→
カード配布。
→行政→教育
→企業→社会貢献
→ボランティアス
タッフ→社会参画
キモチに寄り添う→
かけて、受け手の相
互が成長できる機
会。→ CL 以外の場

（地域、社会）で
の円滑な関係性

ボランティア：
受け手、支え手（子
どもの力を信じると
いう同じ目的・ミッ
ションを持っている）
ふりかえりの充実、
研修（スキルアップ）

多様な人財（材）：
専門家（IT、通訳、
外 交 官、 私 たち、
子ども、行政）
貢献できること：
絆ができる→おとな
が世界中の子どもの
ことを考える場がで
きる。

みんなしあわせ

ちょっと声がでかい、
ちょっと目立つ、子
どもの権利条約を
しっている。
広報、人集め、学
習会、ネットワーク
づくり、情報収集、
意見交換、お茶くみ、
お金集め

連続：
自分の特徴をとらえて継続学習ができ
る。
運営：
よい受け手を育成するために、運営が、
その機能を十分に発揮しなければなら
ない。

・いろんな人が集
まってくる＝力を貸
してくれる、一緒に
支援してくれる人が
増えて、ニーズに応
えられる
・弱いところ（人、
モノ・お金）顧客
の安心の確保がで
きる。

行政：
子ども施策につなげ
る。広める。（人を
集める）

チャイルド
ラインは、
どういう
組織で
何をするべ
きか 

子どもと大人、人と
人、個人と団体をつ
なげる組織で、子ど
もの権利条約の理
念をもとに、社会を
変えていく活動をす
る

ひとつひとつの小さな声を組織として受
けとめて、大きな力に変えて、社会に向
けて発信し、大人を変えていく。
＝社会を変える

TEL を通して子ど
もの声をきちんと聴
く。
・子どもが言えない
ことや状況を社会に
伝える
・そのことにより子
どもが主体となって
安心していける社会
を目指す

・最終的にはチャイ
ルドラインが必要な
い（なくすこと）
・社会の中で子ども
の話を聴く大人を増
やす（子どもと向き
合える）
・関わる人が増えて、
「子どもらしく育っ
ていける（（ 安 心、
幸せ）」社会にして
いく

子どもが希望を持て
る社会
・子どもの声を聴く
・聴ける大人をつくる
（広報、研修）
・社会（行政）に伝
える。

いろいろな人が各々
の力を出し合って、
子どもの最善の利
益を追求することに
よって、社会の幸せ
を追求する組織⇔
真摯に子どもの声を
聴き続けること。

子どもに選ばれる電
話
子どもの声を受けと
めることによって、
子どもの権利条約を
実現する組織。



19

グループ名 レインボー 東西 みなみ v こま津ちゃん わいわい音符♪にっ
こり じゃこちゃん タイガース

1 
顧客とは

①子ども
②チャイルドライン
にかかわっている人
③ CL に協力してく
れる組織
④金銭的に支援して
くれる組織
⑤地域社会

①子ども
②直接 CL にかかわっている人たち
③ CL を支えてくださっている人たち
④ CL でつながっている人たちの家族
⑤教育関係

・子ども
・受け手
・支え手
・事務局
・賛助・支援会員
・行政
・学校
・子どもの支援団体
・救済機関
・協力者

・子ども
・支援してくれる企
業・個人
・行政、教育委員
会
・地域
・CL スタッフ、ボラ
ンティア

社会、行政、子ども、
ボランティア、大人

・子ども（親、教師）
・CL に関わる人（受
け手、支え手、運
営者）
・行政（国、自治体）
・かかわることで何
かを得る人、大きく
とらえると社会その
もの

・子ども（すべての）
・CL を知っている
人
・受け手、支え手、
運営にかかわる人
・親、行政、企業、
教師、議員

 2 
顧客は
何を
必要として
いるか（１）

子ども：
話を聴いてもらう、
話をきいてくれる人
がいるという安心感
大人受け手：
自己実現、自己効率
感、情報、ノウハウ、
仲間、つながりを得
ること
運営、その他の人 ：々
子どもが安心して成
長できる社会、すべ
ての子どもたちを対
象とするサービスの
存在

・子どもたちは話を聴いてほしい
・CL のスタッフは子どもが自分の人生の
主体者になっていくこと
・③〜⑤子どもが元気に育つこと
※子どもが元気に育つようにみんなで見
守る

子ども：
自分の気持ちを聴い
てもらえる場
受け手、支え手：社
会とつながる自分
行政機関：
子ども支援の施策
家族、友人：
理解協力
賛助会員：
運営の援助、理解・
協力⇒社会へ貢献
すべての人：
子どもに住みよい社
会づくり

顧客を「社会」に限
定
・支援者・行政：実
績・数字・生の声

・地域：
子どもらしくいてほし
い、知らせる（どん
なことをしているか）
⇒コアな支援者へ

住みやすい社会

子ども：
安心・安全な場所
CL ボランティア：自
分が税調できるとこ
ろ、社会参加
CL に関わらない人、
知らない人：
安全、安心
行政、企業：
目に見えるもの、デー
タ　など

子ども：
存在すること
直接関わる人：
自分のためになる、
自分に役立つ
行政：
データ（政策のベー
スに）⇒社会が変わ
る

みんなしあわせにな
ろうよ〜♪

「子どもにとっての安
心・安全」
子どもの権利条約に
書かれていることを
守る。
子どもがなんでも話
せる OR きいてもら
う権利

2 
顧客は何を
必要として
いるか（２）

つながり 信頼しあう 安心 子どもが子どもらし
く育ってほしい

希望 幸せ 変更なし

3 
イノベー
ション
とは何か

子どもの権利条例
制定作戦　
〜全国にうねりを
　　　　おこそう〜

全国フリーダイヤル作戦
・アドバイスをしない
・否定しない
・無条件に子どもを受け止める
・子どもの権利条約に基づくライン

メディア大作戦 ・全国統一フリーダ
イヤル
・願いがあれば、誰
でも関われる（全国
に根付いている）
・気持ちに寄り添う
電話

子どもを信じる。
ともに信じる。
待つ、押し付けなし

無料作戦
・どこでも同じナン
バー作戦・子ども
の生の声聞いてる
作戦・日本に住ん
でる子どもまるごと
作戦・グローバル化

（海外からもかけら
れる。）

いつでもかけていい
作戦

（24時間365時間）
子どもの権利条約
広める作戦 

 

4 
人の強みと
は何か、
働きがいは
何か

条例制定に向けて
協力的な市長、議
員などに働きかけ
る。
地域社会をよくする
という同じ目的に向
けて、行政と市民が
一体になる！
充実感！

子ども：
強み・未来、可能性、生きて育つ権利。
CL に電話することによって、
・電話してよかった、ほっとした→自ら
変わろうとしている、今のままの自分で
いいんだ！という自己肯定感。
・信頼感の中で元気に育っていく！→主
体的に考える方向に向いていってもら
う。主体的に生きる！（方向転換の手
伝い）
受け手：強み・子どもの声が直接聞ける。
はたらきがい
生産：子ども自らが活きるさまを見るこ
とで、受け手自らも高められる。
・フィードバック：その場でふりかえりが
できる。

CL の弱み：
社会への認知度が
低い→メディア作戦
CL をきちんと伝え
る。
人材（自分たちが
やっていることを自
覚する）＝責任を持
つ

全国 FD 化
（願いがあればだれ
でも参加できる）→
カード配布。
→行政→教育
→企業→社会貢献
→ボランティアス
タッフ→社会参画
キモチに寄り添う→
かけて、受け手の相
互が成長できる機
会。→ CL 以外の場

（地域、社会）で
の円滑な関係性

ボランティア：
受け手、支え手（子
どもの力を信じると
いう同じ目的・ミッ
ションを持っている）
ふりかえりの充実、
研修（スキルアップ）

多様な人財（材）：
専門家（IT、通訳、
外 交 官、 私 たち、
子ども、行政）
貢献できること：
絆ができる→おとな
が世界中の子どもの
ことを考える場がで
きる。

みんなしあわせ

ちょっと声がでかい、
ちょっと目立つ、子
どもの権利条約を
しっている。
広報、人集め、学
習会、ネットワーク
づくり、情報収集、
意見交換、お茶くみ、
お金集め

連続：
自分の特徴をとらえて継続学習ができ
る。
運営：
よい受け手を育成するために、運営が、
その機能を十分に発揮しなければなら
ない。

・いろんな人が集
まってくる＝力を貸
してくれる、一緒に
支援してくれる人が
増えて、ニーズに応
えられる
・弱いところ（人、
モノ・お金）顧客
の安心の確保がで
きる。

行政：
子ども施策につなげ
る。広める。（人を
集める）

チャイルド
ラインは、
どういう
組織で
何をするべ
きか 

子どもと大人、人と
人、個人と団体をつ
なげる組織で、子ど
もの権利条約の理
念をもとに、社会を
変えていく活動をす
る

ひとつひとつの小さな声を組織として受
けとめて、大きな力に変えて、社会に向
けて発信し、大人を変えていく。
＝社会を変える

TEL を通して子ど
もの声をきちんと聴
く。
・子どもが言えない
ことや状況を社会に
伝える
・そのことにより子
どもが主体となって
安心していける社会
を目指す

・最終的にはチャイ
ルドラインが必要な
い（なくすこと）
・社会の中で子ども
の話を聴く大人を増
やす（子どもと向き
合える）
・関わる人が増えて、
「子どもらしく育っ
ていける（（ 安 心、
幸せ）」社会にして
いく

子どもが希望を持て
る社会
・子どもの声を聴く
・聴ける大人をつくる
（広報、研修）
・社会（行政）に伝
える。

いろいろな人が各々
の力を出し合って、
子どもの最善の利
益を追求することに
よって、社会の幸せ
を追求する組織⇔
真摯に子どもの声を
聴き続けること。

子どもに選ばれる電
話
子どもの声を受けと
めることによって、
子どもの権利条約を
実現する組織。

⑧分科会■子ども支援の重層化システム化　　

「とぎれのない子ども支援とは〜行政と NPO の連携による子ども支援〜」
グループディスカッション題名 「こどもの生きる力につながる子ども支援とは」

講師　三重県中勢児童相談所　所長　鈴木　聡

【分科会の目的】
　当分科会では、「子ども支援が子
どもを権利主体とした支援か」、「行
政・NPO などの連携が取れている
か、取れていなければどのようにし
ていけばいいのか」また「子ども
支援の中でチャイルドラインの役割
と今後について」考えることを目
的として取り組ました。そこで、各
市町の子ども支援の状況や、子ど
もが権利主体になっている支援か
を調べたく、1 人の子どもの０歳
〜１８歳までの課題に対して答える

「あなたの町の子ども支援アンケー
トを実施し、行政・NPO・分科会
参加者に提出を依頼しました。
　午前の講演会は、三重県におけ
る虐待の現状やその社会的背景に
ついての分析や、その対応におい
て NPOと連携するに至った経緯に
ついて話されました。また、午後の
グループディスカッションでは、講
演の内容やアンケートをもとに話し
合いました。

講演会　

「行政と NPO の
連携による子ども支援」
〜不思議な出会い・学び
と共に〜

●児童虐待の現状とその社会的背
景
　子どもへの虐待は、かつては「し
つけ」という名目で個々の家庭の問
題とされてきましたが、近年は「虐
待」という社会的な問題として捉え
られるようになり、児童相談所へ
の通報も増加しています。その多く
は身体的な虐待であり、ネグレクト
や心理的虐待、性的虐待は、通報
件数としては少ないが隠れた案件
はさらに多いことが推測されます。
　虐待にいたる家庭がかかえる問
題で近年特徴的な点として貧困や
親の心の病気、育児能力不足があ
げられます。子どもの発達について
の支援は手厚い一方、支援の網目
からもれ孤立した家庭が虐待通報
へとつながる状況がうかがえます。
　虐待を受け保護した児童の９割
はやがて家庭へ戻っていきますが、
そこに至るには長い月日をかけた根
気強い対応が必要とされ、対応案
件の半数が２年以上の年月を要し
ます。

●行政と NPO との協働にむけて
　かつては、児童虐待の分野では
個人情報の保護がネックになって、
NPO への事業委託・協働は難し
いとされてきました。しかし、平成
13 年の児童虐待防止法の改正に
伴い、他分野の関係者が連携する
ための協議会を設置することが定
められ、そこに罰則付きの守秘義
務が課せられました。これにより、
民間とも協働することが可能との認
識が生まれ、要保護児童対策協議
会にもNPOが参画するようになり、
出会いの機会に恵まれました。三
重県では NPO を「新しい公」とし
て、協働する機運もあり、この分
野でも、軽度虐待家庭への対応強
化のため、モニター（見守り）事
業を NPOと初めての協働事業とし
て、児童相談所より提案しました。
行政内部では、組織力・守秘義務・
ノウハウなどの点から、NPO を協
働相手とすることへの不安は根強く
ありましたが、「まずは、やってみる」
と一歩を踏み出しました。 

● NPO と協働することの利点と
意義
　児童相談所の支援は専門性が高
い。しかし、虐待を受けた子どもの

「入院付添い」や「モニター事業」
などで子どもの支援を途切れない
ようにするには、専門家が引き受け
られないという問題にぶつかり、Ｎ
ＰＯと協働することで、その解決に
あたりました。
　協働できるNPOとしての条件は、
ミッション、行動力、組織力があり、
横のつながりや、守秘義務を持って
いることです。協働がさらに進むた
めには NPO は組織力を強化してほ
しい。また、行政はぜひ、NPO と
の協働への一歩を踏み出してほし
い。 

2011 年 11 月 27 日（日）10：00 〜 15：00
会場 / 文化振興棟　2F　大会議室 ●参加者数 68 名
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グループ討議

〜子どもの生きる力につ
ながる子ども支援とは〜

午後からは、
①支援が子ども主体となっているか
② NPOと行政等の連携がとれてい
るか
③チャイルドラインの課題と今後
の 3 本の柱で話し合いました。

①支援が子ども主体となっている
かについて

アンケートでは、子ども支援という
より親支援となっていることが多く、
年齢が上がるにつれて子どもへの
直接支援は少ないということがみえ
ました。
　具体例として「幼児保育は充実
していますが、子どもを主体者とと
らえたときにはどうか」「スクール
カウンセラーも利用の制約があるこ
とが多い」「チャイルドラインも果

たして子どもを主体者としているか
は不明」討議の中でも、今ある支
援が子ども支援か親支援かサポー
トする側が明確になっていない。又、

「子ども支援の窓口を増やしても
子ども自身が大人に対する信頼が
なく、大人の意識が問われている」
等の意見が出ました。

② NPO と行政との連携について

　NPO と行政との連携は難しいと
の意見が多く、アンケートに答える
ことで組織間の連携がとれていな
いことに気づきました。
　その原因として　
① NPO や市民グループのミッショ
ン、組織力が弱い　② NPOどうし
の連携がとれていない　③中間支
援の団体がない　④ NPO が行政
を信頼しているのか、又その反対
もあるのではないか。

③チャイルドラインの課題と今後

　チャイルドラインは、子どもが自
ら選んでかけられる支援で子どもの
支持があります。今後対応時間を
増やしていくことや、緊急時の対応
が必要とされています。
　地域によっては、児相やチャイル
ドラインとの連携をとり、メール相
談を実施しているところや、シェル
ター等との連携をしているところも
ありました。
　チャイルドラインから見えてきた
子どもの課題を社会発信し、他機
関とネットワークを組むことが大事
だという話が出ました。
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⑨分科会■子どもの権利条例づくり　　

「子どもの権利条例を全ての市町で制定していくために」
グループディスカッション「こどもの生きる力につながる子ども支援とは」

講師名〈講演〉　子どもの権利条約ネットワーク副代表　荒牧重人
〈事例紹介〉　  多治見市子どもの権利擁護委員　岡田幸三

特定非営利活動法人こどもＮＰＯ副理事長　原　京子

【講演】
子どもの権利条例を
全ての市町で
制定していくために

荒牧重人さん／子どもの権利条約
ネットワーク副代表　
　
　子どもを取り巻く環境で気になっ
ていることは、子どもに対し大人が
否定的な見方、不信感を持ってい
るため、子どもに不寛容になってい
ることや、親が子どもの成長を支え
きれないため、子どもの人間関係、
つながる人・居場所という基盤が
崩壊していることです。今、子ども
たちは、行動を起こすことの基本と
なる自己肯定感が低すぎます。子
どもの自己肯定感をはぐくむために
は、親や保育士、教職員等の大人
の自己肯定感を育むことも重要で
す。
　条例づくりの壁になっているのは、

「権利」という言葉で、「権利擁護」
は受け入れられるが、「子どもの権
利」となると拒否されてしまいます。

「わがままになる」「義務・責任
を果たさない」などの権利感には、
理屈で論破すると反発を招くだけ
なので、個々に議論していく経験・
プロセスが大事なのです。「わがま
まになる」という主張は、子どもに
対する否定的な現状を子どもの権
利に転化しているし、子どもの権利
に対する義務は、国・自治体や大
人が保障する義務なのです。子ど

もたちには、尊重しあう関係をつく
る力があり、子どもの権利を学ぶこ
とで子ども同士、子どもと大人との
関係が良くなっていくのです。
　条例の基盤となる子どもの権利
条約は、憲法の下位、法律の上位
に位置づけられ、行政は条約を実
施する義務を負います。条約では、
子どもは保護の対象ではなく人格・
尊厳を持った対象であり、子ども
の時から市民権を持っている権利
主体としているので、「子どもだか
ら」と市民的権利を制限すること
は、かえって子どもの成長を妨げる
のです。
　子どもの権利条例を制定する自
治体は増えており、総合的なもの、
子ども施策の推進、虐待など個別
課題の解決などさまざまなタイプが
ありますが、他の条例のいいとこど
りで条例をつくるのでなく、各自治
体の子どもの現実から出発すれば、
おのずと自治体の特徴が表れてき
ます。子どもの思いや・願いを把
握するためにアンケート等結果、子
ども施策の効果や課題の反映、子
どもたち、園や学校、NPO 等子ど
もに関わる多くの市民の参加で条
例をつくることが大切です。
　条例づくりを市民参加で進める
と、理念の議論に熱中しすぎて条
例制定の意味を失う危険性がある
ので、すべての議論を「規定する」
ことで決着せず、条例は「原則」
を定め、推進のために「推進計画」、
検証のため「委員会」を置くなど
を考えること、また、親や教職員な
ど子どもに関わる人の支援を考え
ることも必要です。
　子どもの相談・救済については、
子ども自身が一人でも SOS を出せ
る公的な第三者機関は必要で、学
校と保護者の対立構造を、「子ど

もにとっていい方法」という観点で
第三者が考え、子どもが立ち直り、
成長していく関係づくりの調整を
行っていきます。
　こうしたことを踏まえ、すべての
市町で権利条例が取り組まれれば、
子どもたちにとって、とてもいい社
会になると思います。

【事例紹介】
「多治見市子どもの権利に関する
条例」について

岡田幸三さん／多治見市子どもの
権利代表擁護委員
　
　子ども権利条例をつくるに当た
り、子どもの意見を聴く場をたくさ
ん持ち、みせかけにならないように、
子どもの最善の利益を考え、市長
のあつき思いを持って作ってきまし
た。子どもの権利のことを顕在化
し、成長してきたと思っています。
　多治見は総合型にこだわり、生
活の場での権利保障として、ウィズ・
チル（子どもの子育てパートナー）
として自治会長や民生委員をはじ
め 150 人の会員が活動しています。
学校現場での理解を深めるために
校長会に出向き、権利条例に基づ
く取組の進捗状況や、条例のこと
を毎年重ねてきました。
　子どもの権利を守ることは、人
づくり、まちづくりにつながります。
子どもたちが住み続けたいと思うま
ちに向けて、今後も取組を進めま
す。

2011 年 11 月 27 日（日）10：00 〜 15：00
会場 / 男女共同参画棟　1F　多目的ホール ●参加者数 97 名
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【事例紹介】　
「条例づくりは
子どもとおとなが協働で」

原　京子さん／特定非営利活動法
人こども NPO 副理事長
　日進市の次世代育成支援行動計
画における子ども参画「こどもプロ
ジェクト」に関わりました。当初、
中高生 13 人の会議でしたが、平
成 17 年度には、子どもの権利条
約を学ぶ、子どもの居場所づくり
を行う「じぇねぷろ」という事業に
つながっていきました。じぇねぷろ
は、子ども条例策定時には前文づ
くり、策定後は子ども版パンフレッ
トづくりやイベントでの PR を行っ
ています。また、「じぇねぷろ」は、
任意の団体ですが後に NPO 化す
るなど、子どもたちが主体的になっ
た取組です。
　一方、豊田市では、子ども条例
制定後の子ども会議に関わりまし
た。公募した子ども会議のサポー
ターの 5 人は条例づくりにかかわっ
ており、子ども会議運営の中心と
なっています。また、市の職員の方
も子どもたちに対し、条例をすごく
咀嚼して話し、結果を急がせない
ようにするなど、子どもたちのペー
スで会議を進めることに気を配って
いました。このほか、子どもたちに
とって良い経験だったのは、条例が
ある他市の子どもたちと交流したこ
とが、さらなる子どもたちのやる気
につながったことです。

【ディスカッション】
子どもの権利条例を全ての市町で
制定していくために

●コーディネーター／
　田部眞樹子さん（チャイルドライン
　MIE ネットワーク代表）
●コメンテーター／荒牧重人さん	
●パネラー／
　山本佳子さん（元三重県こども局
　こども未来室）
　堀内咲子さん（津市健康福祉部
　こども総合支援室　室長）
　中井弘明さん（松阪市福祉部
　こども未来課こども係長）
　岡野譲治さん（東員町教育長）
　岡田幸三さん（多治見市子どもの
　権利代表擁護委員）
　原　京子さん（特定非営利活動法人
　こどもＮＰＯ副理事長）

＜話題とその内容＞
◆虐待など緊急的な対応が
　必要な相談

　会場のチャイルドライン（CL）
支援者から、緊急対応の必要性や、
電話をかけてきた子どもの問題とし
て寄り添うこと、さまざまな考え方
が出され、電話の限界と CL だけ
でなく公的機関も含め、子ども自
身が安心して話せる事業がいくつも
あるようになることが大事だと話さ
れました。

◆外国につながる子どもの参画

　豊田市、多治見市とも、特に外
国籍の子だけを対象に場をつくら
ず、日本の子どもと同じように同じ
テーブルで参画していたこと、川崎
市ではこども会議のメンバーが朝鮮
学校の子どもたちと交流し、友だち
になることから始めていると話され
ました。

◆ユースワーカー（若者の支援者）
の参画

　スキルを持ったユースは増えてい
るけど、子どもの権利条例につい
て理解しているかは別の問題だと感
じているという意見が出され、ユー
スも大人も同じで、支援の質を上
げることが大事だと話されました。

◆「子どもの声を生かす」取組を
広く市民に知らすには

　「市長さんと話す機会を持った」、
「子ども会議で提案し実行したあ
いさつ運動を CATV で広報した」、

「意見をすべて吸い上げるのでな
く、行政の条例担当課以外の機関
の人たちが条例に盛り込まれた視
点を持つことが大事」という意見
が出されました。子どもたちの声を
生かすには、子どもたちの意見を



23

受け取り、それを市政に必ず反映
するという行政側の強い覚悟がい
るんだと話されました。
　また、NPO にも、子どもたちの
声を行政に届ける、施策にしていく
責任があるという意見が出されまし
た。

◆条例の名称に「権利」を入れる
こと
　

「多治見市では、意思を明らかにす
るために入れた。」、「三重県では、
子どもの権利を丁寧に議論し、内
容に盛込んだが名称に入れなかっ
た」など、名称の違いはあるがしっ
かりと策定過程で議論して形だけ
の条例にならないことが大事だと話
された。

◆障がい児、児童養護施設の児
童など、特別な支援の必要な子ど
もの声

　どこの自治体の条例でも、条文
の表現は違うが、18 歳未満、高
校をはじめ施設に通う子どもはそ
の期間を対象としていると確認さ
れ、川崎市では、条例の章の下に
別に節を設け、個別の支援を受け
ることを規定する工夫をしたことも
話されました。
まとめにかえて
　パネラーとして参加した三重県の

自治体の今後の取組みなどについ
てコメントです

◆三重県
　今後、社会全体で子どもの豊か
な育ちを支えていくために、さまざ
まな主体と協働し、子どもの権利
が正しく理解されるための学習機
会の拡充、子どもの現状に関する
情報の共有など、「三重県子ども条
例」に基づく取り組みを確実に行う
こととしています。　
　特に、子どもにとってより身近で、
子どもが育つ現場をつくっている市
町との連携強化の必要性を強く感
じており、子ども支援の充実に向
けた情報・意見の交換などを積極
的に働きかけていきたいと考えてい
ます。

◆津市
　これからの子どもの権利条例づく
りの道のりが、見えてきました。子
どもたちの直面している問題に目を
向け、権利の問題として考えてみる
こと、また、子どもの権利を守る
ために現場での支援者である学校、
幼稚園、保育所の先生方の支援も
考えることから取組んでいきます。
　この取組を支えるのが、県をは
じめ他の市町、NPO など団体の皆
さんと連携し、協働で取組むことで、
検討の質を上げていくことを、改め

て実感しました。こうした活動の過
程を広く発信し、県内の市町の皆
さんと情報交換していきたいです。

◆松阪市
　子どもの権利条例や子どもを主
体とした市政運営を実現するため
には、まず、子どもたち の声を聴
く取り組みから初めていくべきかと
考えています。 
アンケートの実施やこども会議の設
置など様々な方法が考えられます
が、子どもたちの声を 大人に目に
見える形で提示していければと考え
ています。

◆東員町
　東員町としては、学校教育課・
政策情報課・健康福祉課の３課が
中心となり、制定に向けて緒に就
いたばかりであります。
　今回全国フォーラムの分科会に
参加し、基本的な学習を更に進め
なければならないと実感しました。
また、教育委員会学校教育課が中
心となる条例作りの強みと弱みを
考察しながら、「子どもが育つ町づ
くり」を目指し取り組みたいと思い
ました。
　「ダメダメ論」を乗り越え、条例
制定は「子どもの自己肯定感を高
める」「子育て支援につながる」と
信じ、着実な歩みを進めたいと考
えております。
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⑩分科会■子ども支援の質の向上　　

「権利主体は子ども !? 〜支援者としてここははずせない〜」

【分科会の目的】
　子ども支援の質とは何か、その
質を上げていくにはどうすればよい
かということを、「権利主体は子ど
も」という観点から、午前中の事
例発表・問題提起をとおして、午
後からのグループディスカッション
で各自がしている子ども支援に重
ねながら感じたことや意見を出し合
い、気づく場を作ることを目的とし
ます。

【事前の取り組み】
・支援者ワークシートを作り、各団
体にそれぞれの事業が子ども主体
の事業になっているかをワークシー
トを使って振り返ってもらいました。
・各団体が振り返ったワークシート
をもとに、支援者の主な問題をあ
げ、分析をしました。
・ファシリテーター養成講座を開き
ました。
・グループディスカッションに向け
てファシリテーター会議を開きまし
た。

【事例発表】　
①組織として現場に責任を持つこ
ととは〜キャンプの現場から〜

（特）こどもサポート鈴鹿　
専務理事　田城朋子　
　「子どもが主体のキャンプ」とい
いつつ、毎年してきたニーズに応
える形で事業をすることが先行し、
何のためにこの事業をするのかと
いうことを明確にしていませんでし
た。　

②事業の限界を知る・支援には限
度がある〜養育支援・ファミリー
サポートの現場から〜　

（特）松阪子ども NPO センター
　理事　田口寿美子　
　支援をする中で「してあげたい」
気持ちが強くなり、なんでもできる
ような錯覚に陥いります。自分たち
ができる支援はほんの少しで、でき
る範囲でどう支援するかが大切で
す。
③自分の傾向・あり方を OK した
うえで子どもが主体である支援
〜チャイルドラインの現場から〜

（特）さいたまチャイルドライン　
事務局長　斉藤裕子
　「聴けていない」「聴きすぎてい
る」電話は、子どもが主体ではな
くなっています。自分を知り他人を
知るために、ふりかえりこそ生きた
研修ととらえ、誰もが失敗する存在
として個人の問題と片づけず、組織
として取り組んでいます。

【問題提起】
「権利主体は子ども！？〜支援者と
してここははずせない〜」

NPO 法人チャイルドライン MIE
ネットワーク　
常任理事　塩谷明美

○　組織の問題として
・支援の目的を忘れる
　現場に入ると途端に事業をする
ことが目的になり、本来の目的を
忘れ、することに突っ走ってしまっ
たり、はじめから目的自体が明確で
なかったりすると、目的に沿った事
業化、振り返りができません。チャ
イルドラインにおいても傾聴するこ
とが目的になってしまうことがあり
ます。
・支援者の ( 思っていることと行動
していることの ) 矛盾
どの部分を子どもが主体の場にす
るのかを整理せずに事業を行った
ため、思っていることとすることが
ちぐはぐになります。
・支援者の都合で子どもを利用して
使っていることを子ども主体と思っ
ている
事業を円滑にすすめることが目的に
なり、支援者の都合や段取りを優
先させて、子どもの思いや声は聴
かずに決めつけて子どもを利用しよ
うとします。

○ 事業の問題として
　どの事業にもそれぞれ限界があ
り、他の事業と連携していくことで
支援はつながっていきます。

○ 支援者の問題として
・子どもの声自体を聴いていない
　支援者ワークシートの「子ども
の言葉・反応」の所に子どもが発
したそのままの言葉が書かれてい
たのはごくわずかで、そこには子ど
もの状況や様子、中には支援者の
感想があり、いかに子どもの声を
捉えておらず、流しているかが見え
ます。
・子どもの声にフィルターをかけて
いる（そのこと自体に気づいていな
い）
支援者の都合のいいように話を聞
き、都合のいいように内容を捉え
る。子どもの言葉に支援者の気持

2011 年 11 月 27 日（日）10：00 〜 15：00
会場 / 男女共同参画棟　3F　セミナー室 C ●参加者数 63 名
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ちや願望をのせて聞き、自分の価
値観を子どもにあてはめようとしま
す。
・問題を解決するのは支援者ではな
く子ども自身であること
支援者にとって不測の事態や不都
合が起こった時、子どもを待った
り、子どもと相談することなく、子
どもを客体としてしまいます。本当
に子どもに力があると思っているの
でしょうか。
・子ども集団への注意にならない関
わり方
支援者がして欲しくないこと、また
して欲しいことなど自分の気持ちを
そのまま子どもに投げられません。
嫌われたくないとか自分が言った事
で子どもにさせてしまわないかと子
どもの反応を決めつけ、自分にこだ
わっていると対等な関係は築けませ
ん。
・支援者の矛盾
支援者が頭で思っていることとその
実体が分離しています。自分のこと
が見えていません。
・支援者がかくあるべき論にとらわ
れる
自分がこうありたいと描いている理
想と自分の実体が離れていると、そ
こを埋めようと努力したり、自分の
傾向を否定したり、がまんしたりし
ます。しかしそれは苦痛なだけで、
本質は変わっていないので、まずは
ありのままの自分を受け入れること
が、スタートラインに立つことにな
ります。

【グループディスカッション】

①グループ　
　事例発表を聞いて、子ども支援
の現場は違っても「ふりかえり」の
大事さを実感した人が多かったで
す。また、ボランティアとしてのモ
チベーションについて意見が出され
ました。頑張って当たり前ではなく

楽しさや誉め合うことも大事ではな
いかという意見や、自分の成長に
なるなどの意見がありました。「子
ども支援の質の向上」については、
自分自身の引き出しを増やすこと、
価値観を知って自分を見ること、そ
のための直後の研修の大事さも出
されました。今やっていることを一
生懸命にすることが質につながると
いう意見もありました。子どもにとっ
てはいろいろな大人がいることが大
事であるなどが話され、共感し合う
ことが多くありました。

②グループ　
　「自分の限界を知る」ことが大事
ということに、多くの共感がありま
した。学びサポーター、ファミリー
サポート、チャイルドラインの現場
でも「してあげたい」という気持ち
が働いたり、してしまったことが出
されました。アドバイスをして支え
手に指摘されて悩んでいるというこ
とに対して、みんなから意見が出さ
れました。子どもに失敗をさせたく
ないと思って先回りしたり、言わな
いようにすることが、実はその子の
失敗する体験、権利を奪っている
ことに気づいたり、確認し合う場に
なりました。共に考える姿勢と、自
分の価値観でしかないという認識
が大切であるという話しがされまし
た。

③グループ　
　「支援者として自分のやっている
こと（チャイルドライン・ファミリー
サポート・学びサポーターなど）
が子ども支援になっているのだろう
かと思う。肯定したり、自問したり
の日々である。」などの意見が多く
出されました。「権利主体は子ども」
を話のきっかけにするというよりも
自分たちのやっていることを出し合
うことが主でした。その中でふりか
えりの大切さが出され、「ふりかえ
ることで少しでも登っていける」「ふ
りかえりが安心の場」、その研修を
重ねていくことで自分自身を振り返
ることが必要で大事ということにな
りました。

④グループ　
　チャイルドライン受け手、支え手・
学びサポーター・ファミリーサポー
ト・学童指導員・養育支援など様々
な子ども支援に関わる人が集まり
ました。午前の事例発表やお互い
の話を聞くうちに、参加者が子ど
もに関わる時の自分の気持ちを見
ることができました。「子どもたち
を信じて待つこと」「等身大の自分
で関わる」「失敗を恐れない」な
ど、これからの活動に活かせるキー
ワードが出されました。
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⑤グループ　
　“ 子ども主体 ”という視点に即し
て話がされました。しかし、その実
態は “ 子ども主体 ” とは名ばかり
で、実際は “ 大人主体 ”“ 大人主導 ”
の現実があることが話されました。
チャイルドラインやキャンプ、料理
教室などの体験事業、ファミリーサ
ポートの現場においても、子ども本
来の力を信じていなかったり、その
結果「待つ」ということが出来てい
なかったりします。まず、支援者自
身がそういう自分達の実態と向き
合い、素直に認めていくところから
始めなければという内容でした。

【全体共有】
各グループから１名づつ、話し合っ
たことでの実感発表をしました。

○研修会に参加することで自分を
見つめるきっかけになりました。振
り返り、研修、自分のことを知る
場が大事。明日から頑張ろう。いっ
ぱい話せて楽しかったです。

○自分が関わる時に正解、答えを
求めていました。関わる中で答えが
出ます。自分が第３者を意識してい
る、評価を気にしていることを、子
どもはそれを見ていることに気づき
ました。子ども１人に対して、多く
の大人が関わることがいいことだと
思いました。

○自分がどんどん落ち込んで「子ど
も主体」ということで考えていまし
た。「どうしたらいいの？」と言わ
れて「あなたはどうしたいの？」と
いいながらも、支え手にアドバイス
をしていたと言われた。私にはない
感覚を出してもらいました。すっき
りしました。みんなにいろいろ出し

てもらって、かけてきた子どもが、
自分のうっかり出してみた言葉を
やって失敗したらどうしようと思っ
ていました。失敗したりすることは
OK なんだ。その子を信じてみよう
と思えました。
　
○いっぱい言えてすっきりしました。
ファミリーサポートで子どもに言わ
れた言葉に、すごい腹を立ててい
る自分が見えたので、距離をおい
ていました。傷ついたことを言って
いいと言ってもらって、ああそうな
んだと思えました。

○質の向上については、バリエー
ション、キャパ、引き出しを広げる
こと、自分のできることを一生懸命
やることという意見がでました。午
前中の話では、楽しいことがなかっ
たので、大人も反省ばかりしていな
いで、もっと誉め合っていいのでは
という話があり、印象に残りました。
こんなこと言っていいんだと思えま
した。



27

⑪分科会■子ども支援の質の向上　　

子ども委員会 「ホントの自由を手に入れよう」　

【分科会の目的】
　子どもの声が、私たち支援者や
社会そのものを変えていく力を持っ
ています。11 分科会では「子ども
委員会」を開催することにより、子
どもたち自身が普段感じている思い
を出し合い、その声を社会に発信
する場をつくります。また、各市町
で子ども委員会を開き、子どもの
権利条例づくりの基にしていきたい
と考えています。

● 分科会プログラム
第 1 部	 10:00 〜 12：00

（ファシリテーターとともに）
・アイスブレイク　　
 ・自由って？ (２グループに分かて )
・趣旨説明
・午後の話し合い、発表について

第 2 部	 13:00 〜 15:00
・自分たちがやりたいこと、
　言いたいことを出し合う
　（参加者のみで）
・発表をまとめる　　
・全体会で意見表明する

①グループ
— 学校の校則についてー
■厳しい学校…
　頭髪検査で違反が見つかると、
学校指定の美容院にてすぐにカット
される。
制服のネクタイや靴等を忘れると、
学校に入れてもらえない。
→厳しすぎる。なぜこんなにも厳し
くする必要があるのか？という疑問
の声が出た。
■あまりない…
　校則があまりなく、制服もない。
生徒手帳にも校則についてほとん
ど記載がない。
高価なものでなければ何を着て

行っても良いのだが、皆学校指定
のジャージで登校している。
→もう少し校則の規定がある方が
楽、との意見が出た。

② グループ
— 普段感じることについてー

■家庭内での信頼関係…
　時折、母から夕食を作って欲し
いとお願いされる。やる気になって
作業を始めるのだが、「こうしたら」
の口出しが多く、嫌になる。
→なぜお願いしているのに口出しを
するのか？信頼して欲しいとの意見
が多かった。

2011 年 11 月 27 日（日）10：00 〜 15：00
会場 / 男女共同参画棟　2F　セミナー室Ｂ ●参加者数 13 名

● ファシリテーターが感じたこと

子ども達だけで何かを考え、まとめ、発信する姿を見て、
本分科会では、我々大人の「子どもを信じる力」が試され
たと感じた。
子どもは十分に考え社会に発信していく力を持っている。
だから大人は、今後より一層、本分科会のように彼らを信じ、
彼らの考え体験する力を伸ばす手助けをすべきだと感じた。

僕はこれまでファシリテーターとして関
わってきましたが、大切なことに気づかな
いまま過ごしていたことに気づけました。
それは僕自身に「不安になれば手を出す」
という傾向があることです。
この分科会では、こどもたち自身が手を取
り合い協力して作り上げていました。沢山
の想いに触れる中で感じることが確かにあ
りました。
地元地域でも、こどもの声に耳を傾けてい
きたいと思います。

中高生との歳の差が一歳違うだけなのに、
ファシリテーターとして関わるとみんなが
緊張している様に感じました。
休憩時間やお菓子時間になると、みんなと
仲良く話せたと思います。
ファシリテーターなしの時間に『花いちも
んめ』を仲良くやっていたことに、ジェラ
シーを感じたのは内緒です。

僕はこの会議があって色んな人と話せてよかったし、また
みんなが来たいと思ったら来て欲しいと思いました。
みんなと話していて学校ではこうして欲しいとか、家であ
れは嫌だななど、人それぞれ色んな思いがあり聞けて良かっ
たです。この会議を通じてこども達が本当の自分になれる
第一歩になればなと思いました。
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■自由って何だろう？…
　こどもたちにとっても自由とは何
かを聞かれると難しい様子。学校
や家庭内で思ってたことを妨害され
ると不自由さを感じるとの意見が出
た。 

● 自分たちの時間　
（発表をまとめる時に、聞いた様
子）　
　ファシリテーター全員が会場外
へ出て、こども達だけで自由に時間
を使いました。
①良い先生とはどんな人なのか？
の意見交換
—生徒目線で考えてくれる先生がい
ない。　経験が沢山あり共に楽し
んでくれる先生が理想
②尊敬できる人とはどんな人なの
か？の意見交換
—私生活で信頼できて、こどもの
気持ち　を忘れない人
③場が煮詰まってきたのでゲーム
を行うことに！
—話し合った結果「花いちもんめ」
をやりました。

　自分たちで考え行ったゲームでは
盛り上がりがすごく、その後の話し
合いがとても活気に溢れました。

● 発表の内容
　子どもたちだけの時間に話し合っ
たことを発表しました。

（１）学校の様子について情報交換
→某学校はかなり平和だということ
が発覚。

（２）なぜその学校は他の学校より
も平和なのか？という疑問。その理
由を探る。

（３）「周りの大人・環境が良い」
という理由へ。…尊敬出来る人が
いるということ。

（４）「どんな大人（人）が尊敬出
来るのか？」
・子どもの気持ちを忘れない人、子
どもの気持ちになってみることが出

来る人。
・人をまとめられる、部活だけでな
く私生活でも慕われる人。
　→色んな体験をしてきた人だから
出来る。

（５）経験の重要性
・親に言われるまま過ごしてきた人
は、ロボットみたい。ダメなことの
理由が分からなくなる。
…経験がないと発展的なことを話
せない。

↓まとめ
　自分の学校の話から、平和な学
校の特徴を見出し、そこから尊敬
できる大人について考えました。そ
の結果、「色んな経験があること」
が尊敬出来るポイントとして挙がり
ました。またこれに関して、親や先
生はいろんな理由から子どもに沢
山の制限をかけ、子どもの経験す
る力、そこから何かを学び取る力を
奪っているのではないか。「子ども
にはもっと色んなことを経験させる
べき」

● 「子ども委員会」に取り組んで
　子どもたちが分科会で話し合い、
考えたことが、全体会でどれだけ
伝えられたのかはわかりませんが、
子どもが自分の思いや考えを大人
や社会に発信する場がほとんどな
い現状の中で、どんなことでも言え
て、それを共有し発信できる場とし
て、子ども委員会は今後、各市町
が子どもの権利条例づくりを取り組
むにあたって、必要なものであると
考えます。
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⑫分科会■子ども支援の総合化　

「子ども支援のネットワークづくりとは？」
講師　ニッセイ基礎研究所　主任研究員　土堤内　昭雄

【企画の目的】
　本分科会は、「子ども支援のネッ
トワークづくり」の視点で、①なぜ
ネットワークが必要なのか　②ネッ
トワークの多様な形　③ネットワー
クの在り方　④ネットワークの中で
のチャイルドラインの役割・限界・
特性。　これらについて追求し問
題提起・課題整理をすることでネッ
トワークを作る難しさや良さを知り
ます。また、ネットワークが機能的
に働くポイントをつかみ、明日から
の “ 子ども支援 ” を実践していくこ
とが子どもを取り巻く地域や社会
環境を変え、広がりをもたらすこと
を訴えていきます。

子ども支援の
ネットワークづくり

ニッセイ基礎研究所　主任研究員
　土堤内　昭雄

　なぜ子ども支援が必要なのか？
　今の日本の社会的背景や要因の
共有から考えてみる。
　日本は高齢化、少子化の進展し
た人口構造の中にいる。特に子ど
もの問題は、少子化が進展した人
口構造の背景から顕著に表れてい
ます。

①ライフスタイルの変化　②ワーク
ライフバランスの難しさ　③正規雇
用者と非正規雇用者の婚姻率
③は経済基盤の不安定化によると
ころが大きいです。晩婚化により晩
産化が進み有配偶出生数が減ると
いう生物的要因、教育費などの子
育てコストの高さや格差社会の進
行などが大きな社会的要因となって
いる。
　これらの背景をもとに、子ども
支援の必要性を考える。①共働き、
非正規雇用者の増加など働き方の
変化。以前なら企業や家庭が担っ
ていた子育てを、社会保険未加入
者の増加などに対し社会的な支援
の必要性が大きくなった。②家族
構造（世帯）の変化。③子育て家
庭の社会的孤立などコミュニティの
変化。子どもを忌避するという社
会の子ども観の変化により、今ま
でとは変わる社会的機能が必要に
なってきています。
　人生のスタートは誰もが公平な
保障を受けられること。そのために
必要な支援は何か。①空間軸、時
間軸、機能軸でとぎれがない支援
が求められています。②それらの支
援がネットしてワークするための基
盤整備を進めます。地域の子育て
資源の洗い出し、活動場所の確保

のほか、情報の流通と共有化や地
域コーディネーターの育成などが
求められます。③ネットワークの主
体を生かす。行政、企業、NPO そ
れぞれの主体の違いや特性、資源
を生かし子ども支援をすることが大
切ではないでしょうか。
　以上の社会的背景や要因から、
今なぜ子ども支援が必要か考えて
はどうでしょうか。

【実践報告より】
①行政発信の企業・NPO ネット
　ワーク（みえ次世代育成応援ネッ
　トワーク）

三重県健康福祉部子ども局
こども未来室　　中山恵里子

　『みえ次世代育成応援ネットワー
ク』は、子ども・子育て家庭を支
えたいという気持ちを持った企業、
団体の集まり。発足から５年を経
過し、現在の会員数は９６０。
　県からの県内経済団体、子育て
支援団体等への働きかけを契機と
して発足しました。
　活動の内容は、会員が互いにで
きることを持ち寄るというゆるやか
なものであるが、その活動をとおし
て、子どもの現状に触れ、理解を
深め、さらに具体的な子ども支援
に向かおうとする企業等の動きも出
てきています。
こうした動きを一層促進するため、
思いを共有できる仲間の輪を広げ
ていくことを当面の課題として取り
組んでいます。

2011 年 11 月 27 日（日）10：00 〜 15：00
会場 / 男女共同参画棟　2F　セミナー室 A ●参加者数 67 名
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②事業をきっかけにしてつくった　
　NPO 発信のネットワーク

　（鈴鹿子ども支援ネットワーク）
　

（特）こどもサポート鈴鹿　
理事長　嶋　かをり

・二つの事業を通し、鈴鹿のすべて
の子どもの権利を保障するミッショ
ンの実現をめざし2010年3月ネッ
トワークがスタートしました。
・途切れのない支援をめざすことを
目的に話し合い、その場を通して
支援者の子ども観や質の向上につ
いて考える場になってきました。
・ネットワークづくりは、それぞれ
の考え方、役割、特性の違いを認
めることからという課題がみえてき
ました。壁に当たったとき、理念、
目的に沿って考えます。
・ありのままの自分を信じ認めるこ
とからネットワークの一歩の始まり
です。

③子どもに関わる多様な団体の
　ゆるやかなネットワーク
　

（津市子育ち子育て支援会議）
津市健康福祉部こども総合支援室

　　　主査　田口　芳裕

* 市の次世代育成支援行動計画（後
期計画）に位置付けた会議です。
* 会議で「何かをする」ことを目的
としていません。普段、関わりはな
いが「子ども」というキーワードで
つながる団体同士が「互いを知り
合う」ことで、新たな動きが起こる

きっかけとなるためのネットワーク
です。
* そのための仕掛けとして「元気っ
津まつり」という事業を実施。まつ
りの実施が目的ではなく準備段階
から話し、考える事で、互いを知り
合う現場となる事がねらいです。
* 各団体の自立（自律）を前提に、
会議の目的に賛同する団体が参画
し、それぞれの力などに応じて責
任を持ちます。
* 会議への参画について、出入り自
由とうたっているのは、各団体が会
議の目的を意識し、主体的に参加
するということです。

④出入り不自由な・成果を共有す
　る・役割責任を明確にする・生
　きたネットワークをつくっていく
　うえで大切なこと。
　（子どもの心を受け止めるネット
　ワークみえ）

　NPO 法人チャイルドライン
MIE ネットワーク

専務理事・事務局長　竹村　浩

①自分たちだけで（目的・ミッショ
ンが達成）出来るという考え（お
ごり）を捨てる。
②理念を看板や（建前だけ）にし
ない。
③取り込んだり取り込まれたりしな
い。（主体を侵さない。侵させない。）
④行政への要求、攻撃、依存を越
える。（NPO 側）
⑤違う考え方（文化）、方法を認め
合う。
⑥気持ちを紡ぎ合う。（理屈だけで
は人・組織は動かない）やる気を
つくる。
⑦ネットをワークさせる（（機能す

る、生きたネットワーク）には運営
が必要。
⑧繋がることで、点が面（量の問
題）になり、一様が多様（質の問題）
になる。

「いやならやめればいい。やりたい
からやる。」（前田社長シンポジウ
ム発言より）
自分や組織エゴを越えていくプロセ
スを協働事業を通して他の人や組
織と共有していくことで、人も組織
も成長・社会化していく。子どもに
関わる自分たちだからこそ、お互い
様の成長を大切にしていきたい。

⑤行政発信で子ども支援ネット　
　ワーク（玉城町生活福祉課子育
　て総合支援室）

玉城町生活福祉課子育て総合支援室
指導委員　　中西　典子

　玉城町では子育て総合支援室が
子育ての拠点となっているが、福
祉・教育がそれぞれの現場で取り
組んでいることが、解らない、繋
がっていません。地域の繋がりが薄
い、子育てが解らない親、家庭の
基盤が弱い家庭が増加しています。
また、親子とも自己肯定感が低い。
今後、保健師などがノーバディズ
パーフェクトのファシリテーターと
なり、親が子育てを学び子育て力
を身につけ自己肯定感を高める取
り組みを継続的に行い、親同士の
地域のつながり作りにも活用してい
きます。子ども家庭支援ネットワー
クの事業を通して教育と福祉がお
互いの役割を考え、情報共有して
連携していきます。
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【シンポジウム】
頂いた質問とシンポジウムでの内
容を基に３つのキーワードについて
まとめました。

◆対等
・攻めたい気持ちを出すことが大
事。そのうえで「夢の実現、目的
の実現」のための話し合いに変え
ていくことです。
・次世代行動計画にも位置付けた
子育てに関わっている団体がどんな
ことをしているのか知り合って認め
合うきっかけを作ることをめざして
いくことです。
・行政から声がかかったから参加す
るとか、お伺いを立てて下でに出る
とか、NPO は行政の下請けになり
がちです。それは NPO 側が責任
を持てていないと言うことです。
・自分の中に上下関係があって、い
ろんなことを一緒にしていく中で人
間同士なので分かり合えばよいの
では。

◆責任　
・それぞれの違いを認め合ったうえ
での対等とは何だろうと考えたとき
に責任の持ち方も対等になります。
・背負い込む団体は他のところに攻
めが出る。お互いに認め合い、情
報を開示・共有して合意形成とし
ます。
・一番大事なのは主体、中心にな
る団体は特に主体的に取り組むと
いうことです。
・福祉と教育がどこを担うのかお互
いが知り合うことが一歩、一つの目
標に向かってできることを出し合っ
て話し合い動くことでお互いにでき
る役割を果たしていくことです。
・NPO はやりたいことしかしない
がそのことに責任を持つ。行政は
やらなければならないことに責任を
持ってします。
・それぞれ団体は全然違うけど認
め合うことで対等の関係が成り立

ち私たちの団体の出来ること出来
ないことを整理して把握することで
す。

◆子ども支援のネットワークを作
ることのむずかしさ、ポイント
・NPO 組織が理念とミッションの
上にしっかりと立つ。NPO もほん
の一部を担っているだけで、いろん
なところと手を組まないと夢や目的
は実現しません。
・子どもの活動の場で、支援者が
子どもを守る傾向があることは子ど
も主体の子ども支援、子育ち支援
にならない。子ども参画を考えたと
きに大人と子どもがどう向き合うか
が問われます。大事なのは支援者
の主体の確立、関わる大人が正直
になる。自分で作る壁に気付きそ
れを乗り越える事で支援者も変わ
り合っていくことです。
・専門家は大事な存在です。子ど
もがいろんな考えを持った人と出
会い、ふれあうことが大切です。そ
して子どもが主体的に関わり子ど
も自身が新しいことに気付くことで
す。

【コメンテーター　土堤内昭雄さ
んのまとめから】
　午前の事例発表、午後のシンポ
ジウムを通してネットワークの持つ
意味を考える時、会場近くの道路
際の街路樹と根元に植えられたパ
ンジーが思い出されました。その
景観はどのようにつくられたのか、
それを通してネットワークを考えて
みてはどうだろう。街路樹を植える
行政の役割、パンジーの苗を植え

る地域の人の力が合わさることでそ
の景観がつくられ、街のイメージを
高めることになります。対等なネッ
トワークとは、みんなが同じことを
するのではなく、それぞれが自分
たちの役割、特性、限界を知りそ
の違いをお互いが認め、補い合い、
ミッションを実現していくことでは
ないか、それがネットワークの持つ
意味ではないかと考えます。

【本分科会を通して見えたもの】
　本分科会は、行政・企業・NPO
で構成され、それぞれの役割（担
当）を理解し、企画立案に約１年
にわたる時間を費やしました。しか
しメンバー同士の意思疎通が欠け
ていたため、フォーラム直前まで分
科会の内容（構成）が決まらず “ 生
みの苦しみ ” がありました。
また、誰かがしてくれるだろうとい
う変な安心感＝ “ 他力本願 ” 的な
思いがどこかにあったのではないか
ということに気付かされたことで、
もう一度、皆がこのままでよいのだ
ろうかと真剣に向き合い、同じ土
俵の上（対等な関係）に上がった
ような気がします。
　本分科会当日、皆が主体性を
持ち、最後まで自分の役割を果た
し（責任の持ち合い）、自分に向き
合ったことは、今後の活動に大きな
自信（成長）につながると感じまし
た。
　実は、この活動そのものが “ 新
たなネットワークづくり ” を実践し
ていたのではないかということに気
付いた瞬間でした。
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⑨分科会■子どもの権利条例づくり　　

「子どもの権利条例を全ての市町で制定していくために」
グループディスカッション「こどもの生きる力につながる子ども支援とは」

講師名〈講演〉　子どもの権利条約ネットワーク副代表　荒牧重人
〈事例紹介〉　  多治見市子どもの権利擁護委員　岡田幸三

特定非営利活動法人こどもＮＰＯ副理事長　原　京子

【講演】
子どもの権利条例を
全ての市町で
制定していくために

荒牧重人さん／子どもの権利条約
ネットワーク副代表　
　
　子どもを取り巻く環境で気になっ
ていることは、子どもに対し大人が
否定的な見方、不信感を持ってい
るため、子どもに不寛容になってい
ることや、親が子どもの成長を支え
きれないため、子どもの人間関係、
つながる人・居場所という基盤が
崩壊していることです。今、子ども
たちは、行動を起こすことの基本と
なる自己肯定感が低すぎます。子
どもの自己肯定感をはぐくむために
は、親や保育士、教職員等の大人
の自己肯定感を育むことも重要で
す。
　条例づくりの壁になっているのは、

「権利」という言葉で、「権利擁護」
は受け入れられるが、「子どもの権
利」となると拒否されてしまいます。

「わがままになる」「義務・責任
を果たさない」などの権利感には、
理屈で論破すると反発を招くだけ
なので、個々に議論していく経験・
プロセスが大事なのです。「わがま
まになる」という主張は、子どもに
対する否定的な現状を子どもの権
利に転化しているし、子どもの権利
に対する義務は、国・自治体や大
人が保障する義務なのです。子ど

もたちには、尊重しあう関係をつく
る力があり、子どもの権利を学ぶこ
とで子ども同士、子どもと大人との
関係が良くなっていくのです。
　条例の基盤となる子どもの権利
条約は、憲法の下位、法律の上位
に位置づけられ、行政は条約を実
施する義務を負います。条約では、
子どもは保護の対象ではなく人格・
尊厳を持った対象であり、子ども
の時から市民権を持っている権利
主体としているので、「子どもだか
ら」と市民的権利を制限すること
は、かえって子どもの成長を妨げる
のです。
　子どもの権利条例を制定する自
治体は増えており、総合的なもの、
子ども施策の推進、虐待など個別
課題の解決などさまざまなタイプが
ありますが、他の条例のいいとこど
りで条例をつくるのでなく、各自治
体の子どもの現実から出発すれば、
おのずと自治体の特徴が表れてき
ます。子どもの思いや・願いを把
握するためにアンケート等結果、子
ども施策の効果や課題の反映、子
どもたち、園や学校、NPO 等子ど
もに関わる多くの市民の参加で条
例をつくることが大切です。
　条例づくりを市民参加で進める
と、理念の議論に熱中しすぎて条
例制定の意味を失う危険性がある
ので、すべての議論を「規定する」
ことで決着せず、条例は「原則」
を定め、推進のために「推進計画」、
検証のため「委員会」を置くなど
を考えること、また、親や教職員な
ど子どもに関わる人の支援を考え
ることも必要です。
　子どもの相談・救済については、
子ども自身が一人でも SOS を出せ
る公的な第三者機関は必要で、学
校と保護者の対立構造を、「子ど

もにとっていい方法」という観点で
第三者が考え、子どもが立ち直り、
成長していく関係づくりの調整を
行っていきます。
　こうしたことを踏まえ、すべての
市町で権利条例が取り組まれれば、
子どもたちにとって、とてもいい社
会になると思います。

【事例紹介】
「多治見市子どもの権利に関する
条例」について

岡田幸三さん／多治見市子どもの
権利代表擁護委員
　
　子ども権利条例をつくるに当た
り、子どもの意見を聴く場をたくさ
ん持ち、みせかけにならないように、
子どもの最善の利益を考え、市長
のあつき思いを持って作ってきまし
た。子どもの権利のことを顕在化
し、成長してきたと思っています。
　多治見は総合型にこだわり、生
活の場での権利保障として、ウィズ・
チル（子どもの子育てパートナー）
として自治会長や民生委員をはじ
め 150 人の会員が活動しています。
学校現場での理解を深めるために
校長会に出向き、権利条例に基づ
く取組の進捗状況や、条例のこと
を毎年重ねてきました。
　子どもの権利を守ることは、人
づくり、まちづくりにつながります。
子どもたちが住み続けたいと思うま
ちに向けて、今後も取組を進めま
す。

2011 年 11 月 27 日（日）10：00 〜 15：00
会場 / 男女共同参画棟　1F　多目的ホール ●参加者数 97 名
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【事例紹介】　
「条例づくりは
子どもとおとなが協働で」

原　京子さん／特定非営利活動法
人こどもNPO副理事長
　日進市の次世代育成支援行動計
画における子ども参画「こどもプロ
ジェクト」に関わりました。当初、
中高生 13 人の会議でしたが、平
成 17 年度には、子どもの権利条
約を学ぶ、子どもの居場所づくり
を行う「じぇねぷろ」という事業に
つながっていきました。じぇねぷろ
は、子ども条例策定時には前文づ
くり、策定後は子ども版パンフレッ
トづくりやイベントでの PR を行っ
ています。また、「じぇねぷろ」は、
任意の団体ですが後に NPO 化す
るなど、子どもたちが主体的になっ
た取組です。
　一方、豊田市では、子ども条例
制定後の子ども会議に関わりまし
た。公募した子ども会議のサポー
ターの 5 人は条例づくりにかかわっ
ており、子ども会議運営の中心と
なっています。また、市の職員の方
も子どもたちに対し、条例をすごく
咀嚼して話し、結果を急がせない
ようにするなど、子どもたちのペー
スで会議を進めることに気を配って
いました。このほか、子どもたちに
とって良い経験だったのは、条例が
ある他市の子どもたちと交流したこ
とが、さらなる子どもたちのやる気
につながったことです。

【ディスカッション】
子どもの権利条例を全ての市町で
制定していくために

●コーディネーター／
　田部眞樹子さん（チャイルドライン
　MIE ネットワーク代表）
●コメンテーター／荒牧重人さん	
●パネラー／
　山本佳子さん（元三重県こども局
　こども未来室）
　堀内咲子さん（津市健康福祉部
　こども総合支援室　室長）
　中井弘明さん（松阪市福祉部
　こども未来課こども係長）
　岡野譲治さん（東員町教育長）
　岡田幸三さん（多治見市子どもの
　権利代表擁護委員）
　原　京子さん（特定非営利活動法人
　こどもＮＰＯ副理事長）

＜話題とその内容＞
◆虐待など緊急的な対応が
　必要な相談

　会場のチャイルドライン（CL）
支援者から、緊急対応の必要性や、
電話をかけてきた子どもの問題とし
て寄り添うこと、さまざまな考え方
が出され、電話の限界と CL だけ
でなく公的機関も含め、子ども自
身が安心して話せる事業がいくつも
あるようになることが大事だと話さ
れました。

◆外国につながる子どもの参画

　豊田市、多治見市とも、特に外
国籍の子だけを対象に場をつくら
ず、日本の子どもと同じように同じ
テーブルで参画していたこと、川崎
市ではこども会議のメンバーが朝鮮
学校の子どもたちと交流し、友だち
になることから始めていると話され
ました。

◆ユースワーカー（若者の支援者）
の参画

　スキルを持ったユースは増えてい
るけど、子どもの権利条例につい
て理解しているかは別の問題だと感
じているという意見が出され、ユー
スも大人も同じで、支援の質を上
げることが大事だと話されました。

◆「子どもの声を生かす」取組を
広く市民に知らすには

　「市長さんと話す機会を持った」、
「子ども会議で提案し実行したあ
いさつ運動を CATV で広報した」、

「意見をすべて吸い上げるのでな
く、行政の条例担当課以外の機関
の人たちが条例に盛り込まれた視
点を持つことが大事」という意見
が出されました。子どもたちの声を
生かすには、子どもたちの意見を
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受け取り、それを市政に必ず反映
するという行政側の強い覚悟がい
るんだと話されました。
　また、NPO にも、子どもたちの
声を行政に届ける、施策にしていく
責任があるという意見が出されまし
た。

◆条例の名称に「権利」を入れる
こと
　

「多治見市では、意思を明らかにす
るために入れた。」、「三重県では、
子どもの権利を丁寧に議論し、内
容に盛込んだが名称に入れなかっ
た」など、名称の違いはあるがしっ
かりと策定過程で議論して形だけ
の条例にならないことが大事だと話
された。

◆障がい児、児童養護施設の児
童など、特別な支援の必要な子ど
もの声

　どこの自治体の条例でも、条文
の表現は違うが、18 歳未満、高
校をはじめ施設に通う子どもはそ
の期間を対象としていると確認さ
れ、川崎市では、条例の章の下に
別に節を設け、個別の支援を受け
ることを規定する工夫をしたことも
話されました。
まとめにかえて
　パネラーとして参加した三重県の

自治体の今後の取組みなどについ
てコメントです

◆三重県
　今後、社会全体で子どもの豊か
な育ちを支えていくために、さまざ
まな主体と協働し、子どもの権利
が正しく理解されるための学習機
会の拡充、子どもの現状に関する
情報の共有など、「三重県子ども条
例」に基づく取り組みを確実に行う
こととしています。　
　特に、子どもにとってより身近で、
子どもが育つ現場をつくっている市
町との連携強化の必要性を強く感
じており、子ども支援の充実に向
けた情報・意見の交換などを積極
的に働きかけていきたいと考えてい
ます。

◆津市
　これからの子どもの権利条例づく
りの道のりが、見えてきました。子
どもたちの直面している問題に目を
向け、権利の問題として考えてみる
こと、また、子どもの権利を守る
ために現場での支援者である学校、
幼稚園、保育所の先生方の支援も
考えることから取組んでいきます。
　この取組を支えるのが、県をは
じめ他の市町、NPO など団体の皆
さんと連携し、協働で取組むことで、
検討の質を上げていくことを、改め

て実感しました。こうした活動の過
程を広く発信し、県内の市町の皆
さんと情報交換していきたいです。

◆松阪市
　子どもの権利条例や子どもを主
体とした市政運営を実現するため
には、まず、子どもたち の声を聴
く取り組みから初めていくべきかと
考えています。 
アンケートの実施やこども会議の設
置など様々な方法が考えられます
が、子どもたちの声を 大人に目に
見える形で提示していければと考え
ています。

◆東員町
　東員町としては、学校教育課・
政策情報課・健康福祉課の３課が
中心となり、制定に向けて緒に就
いたばかりであります。
　今回全国フォーラムの分科会に
参加し、基本的な学習を更に進め
なければならないと実感しました。
また、教育委員会学校教育課が中
心となる条例作りの強みと弱みを
考察しながら、「子どもが育つ町づ
くり」を目指し取り組みたいと思い
ました。
　「ダメダメ論」を乗り越え、条例
制定は「子どもの自己肯定感を高
める」「子育て支援につながる」と
信じ、着実な歩みを進めたいと考
えております。
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⑬分科会■三重県こども条例制定記念企画「ワークショップ」　　
ぼくたち・私たちの子ども条例

2011 年 11 月 27 日（日）10:00 〜 12:00　13:00 〜 15:00（午後からは任意参加）
会場 / 文化会館２階　中会議室 ● 38 名（小学生 35 名、中学生 3 名）

【分科会の目的】
　三重県子ども条例では、子ども
の権利が尊重される社会の実現を
目指しています。
　今回のワークショップでは、条例
の主役である子どもたちが、自分た
ちの権利について考え、条例を自
分たちの言葉で表しました。

【午前の部】
　学年でグループに別れ、自己紹
介から始めました。そして、次のと
おり作業を進めました。
①どんな権利があるかを考える
　権利とは、「これがないと心や体
が元気よく生きられないもののこ
と」という話しを聞いた後、一人
ひとりが自分たちにはどんな権利
があるかを付箋に書き出しました。
一番多い子は４４個も思いつきまし
た。

②それぞれの権利について考える
　付箋に書き出したそれぞれの権
利について、自分たちにとってどう
して必要かを、「生きる権利」「育
つ権利」「守られる権利」「参加す
る権利」「その他の権利」に分けて
考えました。
　また、出された権利が、他の人
の権利を奪っていないかということ
にも注意しました。

③同じ権利を大切に思っている仲
間を見つける
　「他の人の権利を奪わない」「体
と心の両方が元気よくなる｣ ｢自分
が今より好きになる｣ ということを
考えて、自分にとって一番大切と思
う権利を名札に書き、よく似た権
利を大切に思っている仲間を見つ
けてグループを作りました。

④大切な権利を文章にする
　グループで、自分たちが大切と
思っている権利についてきちんと自
分たちが使えているかどうか、また、
その権利を自分たちが使うために
は、誰が何をしたらいいかを考えて
文章にしました。
　
【午後の部】
　午前中に出た権利を

「生きる権利」
「たがいに思いやる権利」
「楽しく生きる権利」
に分けて、もう一度、自分の考え
たい権利を選びグループを作りまし
た。
　そして、午前中に出た意見も取り
入れて、さらにグループごとにまとめ

「ぼくたち ･ わたしたちの子ども条
例」として発表をしました。

みんなが考えた権利です。（　）内はその権利のために必要なことです。

●生きるけんり。（食べるものがあって、水分をたくさんとるといいと思う！！）
●正しく健康に生きる。（全員健康は出来ているから、さらに外出後は、必ず手あらいうがいをする。全員決まりを守る。）
●元気にいきるけんり。（ぜんいんがわらう。全員が遊ぶ。）
●正しい食事をして生きるけんり。（大人は毎日ごはんを作ってください。子どもは、ごはんをきれいに食べます。みんなは、楽しく食
べましょう！）
●体をうごかして元気に生きる権利。（大人は子どもを外であそばして下さい。みんなは、体を動かし、外で遊ぶようにしましょう。
子どもは自分から外に行くようにします。）
●のみもの・ごはんを食べるけんり。命や心やしんぞうを大切にしたいけんり。みんなの大切にしたいけんり。
●互いに思いやる権利。（みんながゆずり合いを大切にして、お礼をちゃんとするようにして、相手と自分を心の中で立場をおきかえて
みて考えて、　自分がやられてうれしいようなことを相手にするのが大切だと思います。）
●自分も人も友だちもたいせつにするけんり。（みんなは、なかよくしましょう。子どもは、おとなをおこらせないようにします。大人は、
子どもをなかよくそだててください。）
●人のため、社会のために生きる権利。（自分達は出来ていると思う。 他人から見ると出来ていないのかもしれない。使えているつも
りではある。）
●人を思う権利。（自分が優しくしたら、その権利をつかえる。）
●自分も人も大切にする権利（みんなが自分も人も好きになったら権利が使える）
●人とふれあうけんり。分かり合うけんり。（一人一人がまとまるようにする。一人一人が話を聞いて、いけんを言う。）
●人生を楽しむ権利（自分で友達を作ったり、親が自由にする。）
●楽しく生きる権利（仲よくする。元気よく遊ぶ。楽しく勉強をする。）
●楽しくしたら楽しくできる。たのしくできなかったらかなしくなる。（その人が CD をだしたらそのけんりが使える。自分が楽しくし
たらそのけんりが使える。）
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